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. ᷂                                            

１．航測法を用いた地籍調査の必要性 

   │⁸∕─ ⅛╠ ⌐⅔™≡ ⅜ ⇔ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡ ⇔≡⅝╕⇔√⁹

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ╛ ─ ─ ─ ⁸ ─ ⌐≤╙⌂℮ ╛ ─ ⁸

─ ⌐ ™⁸ ⅛╠─ ⌐╟╢ ⅜╕∆╕∆ ⌐⌂∫≡⅝√ ⅜ ⅎ≡™╕∆⁹╕√⁸ ─

⌐⅔™≡╙ ⌐ ╦╣√ ╛ ≢ ⌂ ≢─ │ ⅝⌂ ≤⌂∫≡⅝≡™╕∆⁹

⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ╛ ◙כ꜠ ⅛╠ ╠╣╢

♃כ♦◓fi◦fi☿♩כ⸗ꜞ ₈ꜞ⸗☿fi♦℮⁹™≥₉♃כ ╩ ⇔√ ─ ⅜ ⌂ ⅜ ∫≡⅝√

↓≤⅛╠⁸ ⌐⅔™≡ ─ ↑⅜ ╦╣⁸ ⌐ ↕╣√

32 71 ⁹ ₈ ₉≤™℮⁹╛ 14 3 14

↑ 590 ה ⁹ ₈ ₉≤™℮⁹ ≢₈ ╩ ™√

₉≤⇔≡ ↑╠╣╕⇔√⁹ 

↕╠⌐⁸ ─ ⇔™ ─ ╩ ™√ꜞ⸗☿fi♦כ♃ ⁸₈ ꜞ⸗☿fi♦℮⁹™≥₉♃כ

─ ⌐╟╡⁸ ─ ┼─ ⅜ ≢№╢↓≤⅜ ⌐⅔™≡ ↕╣⁸

⌐ ╦╣√ ─ ⇔─ ⌐⅔™≡ ─ ⅜ ╡ ╕╣√

↓≤╩ ↑⁸ ─ ה ⌐≡⁸ ⌐⅔↑╢ ╩ ≢ ℮↓≤⅜ ≤⌂╡╕⇔

√⁹ 

≢│⁸ ⌐ ה ⌐⅔↑╢ ╩ ™√ ⌐≈™≡ ⇔≡™╕∆⅜⁸

⌐⅔↑╢ ╩ ™√ ⌐≈™≡│₈ ╩ ™√ ─ ₉ ⁸₈ ₉

≤™℮⁹ ╩ ≤⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

２．航測法を用いた地籍調査の考え方 

  ╩ ™√ ─ ⌂ ⅎ │⁸ ─≤⅔╡≢∆ ⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

¶ ─ ≤∆╢ ─ ⌐ ∆╢ ╩≢⅝╢ ╡ ↄ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─ │⁸ ◙כ꜠ ╛ │ ─ ⅛╠ ╠╣╢ ה ה ─ ╩ ⇔⁸

ה ה ╩ ∆ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─ ─√╘⌐⁸ ≤ ⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐ ≠ↄ ⁸

─ ⅜ ╩ ∆╢ ≢ ≤⌂╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ⌐ ∆╢ ⁸ ⁸ ≢ ╠╣√ ⁸ ─ ─ ⇔√ ╩ ⇔⁸

 

─ │ ה ─ ╛⁸

╛ ⁸ ─ │ ה

─ ╩ ∆╢↓≤≢⁸

╩ ∆╢ ─ ≤⌂╢⁹ 

─ ⁸ ─ ⁸ ╛ │

─ ⅜ ⇔≡™╢↓≤⅜ ™⁹ 

ה ─ ╩ ∆ │⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⅛╠ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 

│⁸ ╛ ─ ╩

⇔≡ ∆╢⁹ 

 

図１ 航測法を用いた地籍調査の考え方 
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┘ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─ │⁸ ⌐⅔™≡ ─ ─ ─╙≤⌐ ⁸ ⁸ ╩ ™≡ ⅛╡╛

∆ↄ ⇔√ ─ ⌐ ≠⅝ ⇔╕∆⁹↓↓≢│⁸ │⁸ ╩ ⇔√ ⌐≈™≡⁸

─ ⌐ ⅛╡╛∆ↄ ⇔╕∆⁹ ─ ⅛╠ ⇔™ ⅜ ╠╣√ ⌐│⁸ ⌐ ∂≡

╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ⌐≈™≡ ⌐ ─ ─ ⅜ ╠╣╣┌⁸ ה ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─ ⅜ ╩ ∆╢ │⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ⇔√ ה │ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ⇔⁸ ⌂ ה ≤⇔╕∆⁹ 

 

３．航測法を用いた地籍調査の作業工程 

  ╩ ™√ ─ ─ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

図２ 航測法を用いた地籍調査の全体の作業工程 
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ρ ›                

１．情報の収集と分析 

（１）収集する情報 

⌐ √∫≡│⁸ ⁸ ┘ ⁸ ⁸ ⁸ ₁⌂ ╩ ⌐ ⇔≡ ╩

╘≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹∕─√╘⌐│⁸╕∏ ╩ ⇔√™ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸∕╣╠╩

⇔≡ ∆╢ ─ ⁸ ⁸ ≤∆╢ ⁸ ⁸ ╩ ≤∆╢ ⌐≈™≡ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

╩ ™√ ─ ≤ ⌐ √∫≡ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ╕⇔™ ≤⇔≡│⁸ ⌐ ∆╙

─⅜№╡╕∆⁹ 

 

表１ 航測法を用いた地籍調査の計画と準備において収集しておくことが望ましい資料 

─  ─  ─  ─  

 ─   
ה ⁸

 

 

⁸ ♃כ♦

№╡ ⁸ ⁸ ⁸

 

 

ה ⁸ ה כ♦

♃⁸ ⁸♃כ♦ ⁸

⁸  

 ⁸  

 

◙כ꜠ ─  ♃כ♦  

○ꜟ♁  

∕─ ─

 

⅛╠─ ⁸ ⅛╠─ ⁸

ה

⌐╟╢ ─ ⁸ ─

─  

♁ꜟ○ה ⁸

 

/ ⁸ /  

 

（２）情報の分析と調査方針案の決定 

⇔√ ╩ ─ ⅛╠ ⇔⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─  

≤⇔≡ ⁸ │ ⅜ ╘╢ ┘∕─ ─ / ⁸ / ⁸ /  

≤⇔≡ ⁸ │ ⅜ ╘╢ ┘∕─ ─ / ⁸ / ⁸ /  

¶  

╩ ™√ ─ │⁸ ⁸ │ ─ ≤↕╣≡™╕∆ ⁹ 

ה ¶ ─  

─ ה ⁸ ⅛╠─ ⁸ ─ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⁸ ─

⌐╟╡ ╛ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─  

≤ ה ה ╩ ⇔⁸ ≤ ≤─ ™

╛ ─ ⅝↕ ╩ ⇔╕∆ ⁹ ╩ ⌐ ╘╢√╘⌐⁸ ⌐

⌐ ╢ ─ ─ ╩≈⅛↕≥╢ ─ ⌐ ⇔ ⁸

⌂ ╩ ╘╢↓≤╙ ≢∆⁹ 

¶ ─ ─ ⁸  

─ ⅜ ╛ ⌐ ⇔≡™╢⅛≥℮⅛⁸ ─ ─ ╙

≢─ ─ ─ ╩ ∆╢ ≢ ⌂ⱳ▬fi♩≢∆⁹ 

¶ ⁸ ⁸ ─ ─  

⌐ ⁸ ⁸ ─ ⅜ ╕╣╢ ⌐│⁸∕─ ╩№╠⅛∂╘ ⇔≡⅔ↄ

⅜№╡╕∆⁹ ─ ⅜№╢ ⌐│⁸∕─ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌂ │ ╩⇔≡⁸

図３ 公図 
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≢ ╩ ∆╢↓≤⌂≥⅜ ⅎ╠╣╕∆─≢⁸ ─ ≤ ╩ ™╕∆⁹ 

¶ ─ꜞ⸗☿fi♦כ♃─  

⌐⁸ ─ │ ◙כ꜠ ─ ₈ ₉≤™℮⁹ ⅜ ∆╢

│⁸∕─ ─ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ╩ ∆╢ ⌐ ◙כ꜠ ╩ ⌐ ℮⅛⁸ ╩

∆╢⅛ ⇔╕∆⁹ ─ ─ ╩ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐│⁸₈ ╩ ∆╢ │⁸ ─ ⅜ ≢№╢↓≤∕─ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ∆╢↓≤⅜ ≢⌂™≤ ╘╢ ⌐⅔™≡⁸ ⁸ ┘ ─

─ ⅜ ╠⅛≤⌂∫√≤⅝ │∕─ ╩ ⇔√≤⅝│⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸

─ ⌐ ⅎ≡⁸ ╩ ∆╢ ─ ─ ⌐⁸ ∆╢ ┘ ┘⌐ ─ ⌐

⌂ ⌐ ∆╢ │ ─ ╩∆═⅝ ╩ ∆╢╙─≤∆╢₉≤↕╣≡⅔╡⁸ ⌐╟

╢ ⌐ ╢ ╙ ≢∆⁹ 

─╟℮⌂ ─ ≤ ⌐⁸ ≤⇔≡─ ⅎ ╩ ╦∑≡ ⇔⁸ ─ ╩

⇔╕∆⁹ 

 

（３）趣旨の普及 

① 土地の所有者等への地籍調査の目的・方法等の説明  

│⁸ ─ ┘ ─ ╩ ⌐ ↕∑⁸∕─ ⌐≈™≡ ─ ∕─ ─

─ ╩ ╢≤↕╣≡™╕∆⁹∕╣╝ⅎ⁸ ─ ⅜ ∫√ ≢ ─ ⌐ ∆╢ ╩

⇔⁸ ─ ╛ ─ ⁸ ⌐╟╢ ─ ╣⁸ ─ ⁸ ─ ⌐≈™

≡ ⌐ ⇔≡™√∞ↄ≤≤╙⌐⁸ ≢ ⌐╟╢ ╩ ∆╢↓≤⅜ ∞≤ ↕╣╢

╩⁸ ╛ ╩ ⇔≡ ⅛╡╛∆ↄ ⇔⁸ ⇔≡™√∞ↄ ⅜№╡╕∆ ⁹ 

 

表２ 航測法による地籍調査に関する説明の内容（例） 

 

② 土地の所有者等への協力依頼事項 

─ ┼ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│⁸ ⌐ ∆╟

℮⌂ ╩ ⇔╕∆⁹ 

─ ⌂≥⅜№╣┌ ─ ⌐

∆╢ ⁸ ─ ≢ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ ⌐

╩≢⅝╢ ╡ ⇔≡⅔ↄ↓≤≢⁸ ─

╩ ╠∆↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

  

         

─  ⌐ ∆╢ ─ ⁸ ⌐╟╢  

─ ≤ ⇔™  

─  

↓╣╕≢─ ⌐╟╢ ─ ⁸ ─ ⁸

╛ ⌂ ≢─ ─ ⁸ ─ⱷꜞ♇♩ 

─  ─ ה ─  

⌐╟╢ ╩ ∆╢  ╩ ∆╢  

⌐╟╢ ─ ─  
⌐╟╢ ─ ╘ ⁸ ⁸ ≢─

─  

─ ┼─  
─ ≢ ⇔≡™╢ ─ ─ ⁸ ─

⁸ ≢─ ─  

図４ 地元説明会の例 
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表３ 土地所有者等に確認する情報（例） 

 

（４）現地精通者の依頼 

─ ⌐№√∫≡ ⌐ ∆╢ ╩ ™√╡⁸ ⌐ ⇔≡╙╠∫√╡∆╢√╘⌐⁸

─ ─ ⌐ ⇔√ ⌐ ≤⇔≡─ ╩ ⇔╕∆⁹ ─ ╩ ℮ ⌐│⁸

╛ ≢ ↕╣╢ ≤─ ─ ≢⁸ ─

─ ⅛╠⁸ ╩ ∆╢╟℮⌐ ╘╕∆⁹ │⁸≢⅝╢ ╡ ∆╢↓≤⅜⁸

⌐ ∆╢ ─ ╩ ∆╢√╘⌐╙ ≢∆⁹ ⌐╟∫≡│⁸ ─ ─ ⌐ ⇔

≡™╢ ╙№╡╕∆⁹ ─ │⁸ ⅜№╢ ─ ⌐ ─ ╩ ∆╢↓≤╙

ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

（５）その他の計画と準備 

∕─ ─ ≤ ─ ≤⇔≡│⁸ ┼─ ─ ⅜№╡╕∆⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸

↑ ה ⌐

≠ↄ↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

 

２．地籍測量方式の選定 

（１）地上法・航測法・併用法 

⌐⅔↑╢ ─ ⌐│⁸ ⌐ ∆╟℮⌐ ⁸ ⁸ ─ ⅜№╡╕∆⁹ 

│⁸ ─ ╩ ™≡ ╩ ℮ ≢∆⁹ ≢ ∆╢ │⁸ │

◙כ꜠ ─ ╩ ─ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ≢∆⁹ │⁸ ⌐

⌐ ╘╢ ⁸ │ ⅜ ↕╣╢ ⅜ ∆╢ ╛⁸ ⁸ ⁸∕─ ─

─ ⌐╟╡ ⌐╟╢ ─ ⅜ ≢№╢ ⌐⁸ ≤ ╩ ⇔≡ ╩ ∆

╢ ≢∆⁹ ≢ ⇔√ ⌐ ∆╢ ─ ⌐╟╡⁸ ⌂ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

⇔≡™╢ ה ─ ─

 

⇔≡™╢ ה ─ ─ ╡╩⇔≡™╢

⅛⁸∕─ ⁸ ⌐ ╩ ⇔√ ⁸ ─ ╩ ∫≡

™╢⅛⁸ ─ ⇔√ ≢ ⅜ ≢⅝≡™⌂™

 

─ ╛ ─  
ה ─ ─ ⁸ ─ ≤⇔≡─ ─

 

図５ ─ ⁸ ─ ┘ ─  
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（２）既存資料を活用した航空測量の検討 

① 既存資料の利用に関する検討 

≢─ꜞ⸗☿fi♦כ♃─ ⌐│ ⌂ↄ⌂™ ⅜⅛⅛╢↓≤⅛╠⁸ ─ ≢ ↕╣√ ◙כ꜠

╛ ─ ⅜ ∆╢ ⌐│⁸∕╣╠╩ ⌐ ⅛ ⌐ ⇔⁸∕─ ╩

╕ⅎ≡ ⌂ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ │⁸ ─ ─ ╩ ∆╢ ≢─ ╛⁸∕

─ ─ ⌐⅔™≡ ≤⌂╢ ה ─ ╩ ⇔√╙─≢∆⁹ 

⌂⅔⁸ ꜞ⸗☿fi♦⁸│≡™≈⌐♃כ ⌐ ⌂ ─ ⅜ ╘≡ ⌂™↓≤⅛╠⁸ ⌐

∆╢↓≤╙ ⌐ ╣≡ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

表４ 既存資料による地籍測量方式の判定基準等 

─ꜞ⸗☿fi♦כ♃     ─  ⌂ ה  

ᵑ ◙כ꜠ ♃כ♦

─  

─ ה

─  

ה ⌂ ≢  

 

ה ◙כ꜠ ─ ⅜ 

/  

ה /  

ה ╛ ◓ꜞ♇♪

⅜ 

.  

ה .  

ה  

 

ה ⅜ ⌂ │⁸

⁸ ─ ⌐ ≢─

╩ ⇔≡  

ה ⌐♃כ♦ ∂≡⁸◓ꜝ►fi

╩♃כ♦♪♇ꜞ◓⁸♃כ♦♪  

ᵒ  

╛ ─

⁸○ꜟ♁  

ꜟ♃☺♦ה ◌ⱷꜝ╩  

ה / ♃כ♦

⅜№╢ 

ה ⌂ ≢  

ה ─  

.  

.  

.  

ה  

 

ה ⁸☻

♥꜠○⸗♦ꜟ ⁸ ה ⁸

○ꜟ♁  

ᵓ○ꜟ♁  

─ ה

─  

ה ⌂ ≢

↕╣√ ⅛╠  

 

ה ─  

.  

.  

.  

ה  

 

ה ⅜ ⌂ │⁸

⁸ ─ ⌐ ─

╩ ⇔≡  

ᵔ ─  

ה ה

─ ה  

ה ⁸ ─

 

 

ה ⁸ ה  ⌐ ∂≡○ꜟ♁ ╩  

 

ᵕ ה  

ⱬכ☻ⱴ♇ⱪ  

ה /  

/ ─     

♃כ♦ꜟ♃☺♦  

ה ≡⇔≥♃כ♦ ≡⇔≥ⱴ♇ⱪ☻כⱬה  ─

─ ה  

 ⁸ ─ ╩ ™√ ─ ⁸♃כ♦♪♇ꜞ◓─↕ ⁸ ─ ─ ↕╩ ♃כ♦♪♇ꜞ◓╗  
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② 既存資料の分析による地籍測量方式の選定 

▪ ─ ─  

─ ⌐╟╢⁸ ─ ─ⱨ꜡כ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ꜞ⸗☿fi♦כ♃⅜ ≢⅝╢⅛≥℮⅛─ ⌐№√∫≡│⁸ ─╟℮⌂ ⌐≈™≡ ⁸ ⇔╕∆⁹ 

│♃כ♦╢⅝≢ ¶ ┼─ ─ ↑ ┘ ╖─ ⅜ ≢∆⁹╕√ ─

─ │⁸ ⌐╟╡⁸ ┘ ≢ ↕╣√ ─ ⅜№╢↓≤╩ ⌐

∏╢ ⌐╟╡ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

◙כ꜠ ¶ ⁸│♃כ♦ ─ ╛◓ꜞ♇♪ ⅜ ─ ╛ ─ ╩ ⇔≡ ⅛≥℮

⅛⁸ ─ ─ ⌐ ⅜⌂™⅛ ⇔╕∆ ⁸ ה

╩ ─ ≤⇔≡™╕∆⅜⁸ ⅜ ™ ™│ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢ │⁸╟

╡ ≢─ ⅜ ≤⌂╢↓≤⅜№╡╕∆ ⁹ 

¶ ╛○ꜟ♁ │⁸ ⅜ ⅛≥℮⅛⁸ ─ ─ ⌐ ⅜⌂™⅛ ⇔╕∆⁹ 

│ . ⁸ . ⁸ . ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹  

¶ ⅜ ↕╣√ ─ ─ ╛∕─ ─ ⌐≈™≡╙ ⇔╕∆⁹ 

▬ ─ꜞ⸗☿fi♦כ♃─ ─  

─ꜞ⸗☿fi♦כ♃⅜ ⌐ ≢⅝╢⅛≥℮⅛⁸ ─ ≢ ∆╢↓≤⅜ ⌐

⌂ │⁸ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⌐ ⇔∕─ ╩ ⁸ ⌐ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝

╕∆⁹ ─ ⅜ ⅝™≤ ↕╣√ ≢╙⁸∕─ ╩ │ ⇔≡ ─ ╩ ∆╣

┌ ─ │ ≤⌂╡╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ╩ ⇔≡╙ ⅜ ⅝ↄ⁸ ⅜ ⅎ⌂™≤

↕╣√ │⁸ ⌐ ╩ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕∆⁹ 

► ◙כ꜠ ─♃כ♦ ─  

─ ◙כ꜠ ─♃כ♦ ╛ ⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜

⁸ ה ◙כ꜠ ─ │ ⅜ ╕⇔™ ≢

№╢↓≤⁸ ◙כ꜠ ─♃כ♦ ─ ⅜ . ⁸ ה .

精度検証 

（利用不可能） 利用可能か？ 
（計測の点密度） 
（地上画素寸法） （新規航空測量） 

（利用可能） 
過去の空中写真収集 

（検証済み） （未検証） 
精度検証済みか？ 

精度検証の方法 
・検証点測量・ 
結果は適正か？ 

（検証必要） 空中写真解析 

・必要に応じオルソ画像

作成 

 

精度検証 

（不良） （良好） 
（補正不可能） 

（適正） 

筆界案作成の基礎資料作成 

・微地形表現図等 

・オルソ画像等 

 

誤差補正 

（補正可能） 
（追加作成） 

（既存成果を利用） 

一筆地調査における筆界案作成において成果を利用 

図６ 既存のリモセンデータの利用可能性判定の方法と航空測量方法との関係 

既存測量データ 

・航空レーザ計測 

・空中写真撮影 

 

（同時撮影空中写真） 

・航空レーザデータ解析 

・空中三角測量 

成果の追加作成？ 
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≢№╢↓≤ ─⁸ ♃כ♦≢ ∆╢ ⌐ ╘╠╣╢ ─ ⅜◒ꜞ▪↕╣≡™╢⅛╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸

◙כ꜠ ≢│⁸ ⌐ ─ ⅜↕╣≡™⌂™↓≤⅜№╢─≢⁸∕─ │ ⅜ ≤⌂

╡╕∆⁹ 

◙כ꜠  ─♃כ♦ ─ ─ ≤⇔≡│ ─╙─⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

◙כ꜠ ¶ ─ ⌐ ™╢ ⌐ ╩ ∆╢ │⁸ ◙כ꜠ ≢♃כ♦ ⌐

≢⅝╢ │ ─ ─ ╩ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢↓≤⅜ ⁸

⌐ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ─ ◙כ꜠ ─⧵≢♃כ♦ ⅜ ⌐ ≢⅝╢ ╩

⇔⁸ ≤⇔≡ ≢⅝╕∆⁹ 

¶ ≤⇔≡ ⌂ ⌐│⁸ ⁸ ⁸◖fi◒ꜞכ♩ ⁸ ─ ⁸ ⅜№╡╕

∆⅜⁸↓╣╠╩ ─ ◙כ꜠ ╛♃כ♦ ╩ ⇔≡ ⇔╕∆⁹ ─ ─╟℮⌂ ─

│⁸ ─ ⌐№╢ ≡─ ─ ≤⁸ ≢ ⇔√ ─ ─ ─ ─

╩ ╘╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ ─ ◙כ꜠ ─♃כ♦ │ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi◓⌐╟╡↓╣╠─

⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜№╢√╘⁸∕─ ╩♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○│ ∫√ ⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

 

¶ ─ │⁸ ─ ⌐ ∏╢↓≤≤⇔⁸ │ ≤⇔╕∆⁹ ─ ─ ⌐

≤⇔≡ ⇔√ ⅜ ≈⅛╠⌂™ ⌐│⁸ ◙כ꜠ │ ╩ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢↓≤

⅛╠⁸ ─ ╩ ╘⁸ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

¶ ⌐╟╢ ─ │⁸ ─ ⌐ ∆╢≤↕

╣≡™╢ ⌐╟╢ ╩ ≢⅝╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

¶ ⌐⅔↑╢ ─ ◙כ꜠ ╢╟⌐♃כ♦ ≤ ⌐╟╢ ─ ⅜

─ . ⁸ ה . ╩ ⅎ⌂™ │⁸∕─ ◙כ꜠ ─

│♃כ♦ ╩ √∆╙─≤ ⇔╕∆⁹╙⇔⁸ ─ ⅜ ─ ╩ ⅎ╢ │⁸

─ ◙כ꜠ ─♃כ♦ ⅛╠ ⌐Ⱬꜟⱴכ♩ ─ ⌐╟╡ ⌂

╩ ╩ ╩ ⇔≡ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⇔╕∆⁹

↓─ ⁸ ⅜ ╩ ⅎ╢ │⁸ ≤⇔√ ─ ◙כ꜠ ⁸│♃כ♦

⅜ ⅝ↄ ≢⅝⌂™≤ ↕╣╕∆⁹ 

¶ ╙⇔⁸ ─ ⅜ . ⁸ ה . ≢№╢ │⁸

─ ◙כ꜠ ♩כⱫꜟⱴ⌐♃כ♦ ─ ⌐╟╢ ╩ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹√∞⇔⁸

♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○ ⌐ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⌂ │⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌐♃כ♦

╩ ∆╢↓≤╙ ≤⇔╕∆⁹ 

¶ ─ ◙כ꜠ ⌐♃כ♦ ⇔≡ ⇔√ ─ │⁸∕─ ⁸ ≤ ⌐ ≤⇔≡

╡╕≤╘ ⇔╕∆⁹ 

 

  

図７ 航空レーザ測量データの平面座標精度検証点（例） 

（建物の空中写真） （オリジナルデータとその拡大表示）  （検証点測量） 
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３．精度及び縮尺の区分 

 ┘ ─ │⁸ ┘ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ │ ⌐⅔™≡⁸

⁸ │ ─ ≢ ℮≤↕╣≡™╕∆─≢⁸ ─ │ / ⁸ / ⁸ /

│ / ≤⌂╡╕∆⁹⌂⅔⁸ ⌐↓╣╠─ ─ ⅜ ╕╣╢√╘⌐ ≢

╩ ∆╢ ⌐│⁸ ⌐≈™≡│ ⌂ ╛ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

４．作業計画 

（１）作業計画の作成における留意事項 

⌐╟╢ ─ │⁸ ┘ ╩ ⇔≡ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸

⌐⅔↑╢ ╩ ⇔≡⁸ ≤ ≤─ ─ ╩ ╡╕∆ ⁹

─ ⌐⅔™≡ ∆═⅝ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表５ 調査期間の設定において考慮すべき事項等 

∆═⅝     

─  ─ ⁸ ╩  

─ ◙כ꜠  ─ ≤─ ⅜  

⌐╟╢ ─  
─ꜞ⸗☿fi♦כ♃╩ ⅛⁸ ⌐ ⅛ 

⌐ ╩  

ה ─  
≢─ ─ ⌐╟╢ ─ ⁸ ╛

─ ⅜ ⌐⌂∫√ ─ ה ╩  

─ ⌐╟╢ ─  ╩ ↑╢╟℮⌐  

≤ ≤─ ™ ┘⌐  
─ │ ─ ⌐ ⅝ↄ ↕╣╢⁹╕√⁸

√╡─ ⌐ ╩ ↑╢⁹ 

≢ ≢⅝╢⅛⁸ ≢ ∆╢⅛ 
─ ⅜ ⌂ ╛ ─ ≢ ⌂ │

≢ ⁹ ה ─ ─ ╩  

∕─  ╛ ─ ─ ⌐  

 

（２）作業工程と作業計画 

地籍調査事業費積算基準書における作業工程 

╩ ™√ ─ ─ │⁸ ≢ ═√ ╩ ⇔≡ ⇔╕∆⁹ │ ─

≤╙ ⌐ ⇔≡™╕∆─≢⁸ ⁸

₈ ₉≤™℮⁹ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⌐⁸ ⌐∕─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

▪ ⌐⅔↑╢ ⌐╟╢ ─  

 ⌐⅔™≡│⁸ ⌐╟╢ ─ ╩ ─≤⅔╡ ⇔≡™╕∆⁹ 

ч ⌐╟╢ ꜞ⸗☿fi  ─ ┘

ה ─ ╩ ≢ ⇔⁸ ⁸ ⁸ и- ⁸

┘ ה ─ ─ ╩ ≢ ∆╢ ⁹ 

ш ⌐╟╢ ꜞ⸗☿fi ─ ╩ ≢ ⇔⁸ ⁸ ⁸ ⁸

и- ┘ ─ ╩ ≢ ∆╢ ⁹ 

щ ⌐╟╢ ꜞ⸗☿fi  ─ ⁸ ⁸ ⁸ и- ⁸ ┘

╩ ≢ ∆╢ ⁹ 

▬ ⌐⅔↑╢ ≤  

≢│⁸ ⌐ ∆╟℮⌐ ⌐⅔↑╢ ╩ ≤ ⌐ ↑≡ ∆╢ ⅜

↕╣≡™╕∆⁹ ─ ⌐╟╢ ─ ⌐⅔™≡⁸ ╛ ╩≥─╟℮⌐ ∆╢⅛
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⅜ ∆═⅝ⱳ▬fi♩─ ≈≤⌂╡╕∆⁹⌂⅔⁸ ⌐⅔↑╢₈ ₉≤│⁸ ≤⇔≡ ─

⌐╟╢ ≢─ ╩ ⇔╕∆⅜⁸ ─ ⅜ √ ⌐⁸ ─ ≤ ⌐

⅜ ⌐ ⅝ ─ ╩ ℮ ╙№╡╕∆⁹ ⌂ │⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

≢⁸₈ ≢ ₉∆╢ ≤│⁸ ≢─ ⅜⌂ↄ⁸ ⌐╟╢ ─ ה ≢

─ ⅜ ™≤ ╘╢ ≤⇔≡™╕∆⁹ 

 

表６．航測法による地籍調査の作業工程と作業計画 

 
≢  ≢  

   
   

    ─ ⅜№╢≤ ╕╣

╢ ⌐│⁸ ≢ ─

┘ ╕≢ ⇔⁸ ≢

╩ ℮↓≤≢⁸ ⌂

╩ ≢⅝╢⁹ 

    

 
 

 
  

   

    

иΉ     

    

    

 ─ ╩ ⌐╟∫≡ ╘╢⁹ 

:  ─ ה  

:  ┘ ◙כ꜠  

:  ┘ ⁸ ─  

:  ─ ┘ ╕≢ 

 ─ ╡╕≤╘╕≢ 

и-  ─ ה  ⁸  ⁸ ─  

2024 4 1 ⁸ ╩ ⌐  

 

⌐│⁸ ≢ ⇔√ ─ ┘ ─ ─ ≤⌂╢ ₈ ₉≤™℮⁹

╩╙∫≡ ─ ╩ ≢⅝╢ ╩ ≤⇔⌂™ ≤⁸ │

╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

≤ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ╠╣√ ╛ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ╩ ∆╢↓≤⌐

⌂╡╕∆⁹ 
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５．予算案の作成 

（１）予算案作成の基本事項 

│⁸ ≤ ─ ≢ ⇔√ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐

⇔╕∆⁹ ⌐╟╢ │⁸ ▪⌐ ∆ч ⁸ш ┘щ ─ ≈─

≢ ↕╣╢↓≤⅛╠⁸ ╛ ╩ ⌐⁸∕╣∙╣─ ⌐⅔↑╢ ╩ ╡⁸ ╩ ∆╢

↓≤⌐⌂╡╕∆⁹ 

⌐│⁸ ─ ─ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ │⁸ ─ ⌂

≢№╢ ⁸ ┘ ⌐⅔↑╢ ╩ ⇔√╙─≢∆⁹ ─ │ ╩

ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ≢│⁸ ⌐≈™≡│ ⌐╟∫≡ ⅜ ╦╢↓≤⅛╠⁸ ⅛╠

─ ⌐╟╡ ∆╢≤↕╣≡™╕∆⁹ 

 

表７ 航測法の地籍調査における経費積算条件 

◙כ꜠   ◙כ꜠   ♃כ♦

 

ᵑ √╡─  
 

ה  
ᵒ ≢  
ᵓ ɖ  
ᵔⱪꜝ☻♅♇◒  
ᵕ ⁸ ה ⁸ ⁸ ⁸

─  

ᵑ √╡─  
 

ה  
ᵒ ≢  
ᵓ ɖ  
ᵔⱪꜝ☻♅♇◒  
ᵕ ⁸ ה ⁸ ⁸ ⁸

─  

ᵑ √╡─  
 

ה  
ᵒ ≢  
ᵓ ɖ  
ᵔⱪꜝ☻♅♇◒  
ᵕ ⁸ ה ⁸ ⁸ ⁸

─  

:
 

ᵑ ─ ⁸
─  

ᵒ ⁸
⁸ ⁸ ⁸
☻כ◖ ⁸ ☻כ◖
⁸ ⁸ ⁸
☻כ◖ ⁸ ☻כ◖
⁸ ⁸ ⁸
☻כ◖ ⁸ ☻כ◖ ⁸

 
ᵓ  
ᵔ  
ᵕ  
ᵖ  
ᵗ○ꜟ♁ ◒▬◙⸗ה  
ᵘ ♦☺♃ꜟ☻♥꜠○

 
 
 
 
 
 
 

◙כ꜠  
ᵑ ─ ⁸
─  

ᵒ ◙כ꜠ ⁸
⁸ ⁸ ⁸◖
☻כ ☻כ◖⁸ ⁸
⁸ ☻כ◖⁸ ☻כ◖⁸
⁸ ⁸ ⁸◖

☻כ ☻כ◖⁸ ⁸  
ᵓ ♃כ♦ ┘○ꜞ☺♫ꜟ♦
♃כ  
ᵔ ♃כ♦  
ᵕ◓ꜝ►fi♪♦כ♃  
ᵖ◓ꜞ♇♪♦כ♃  
ᵗ◓ꜞ♇♪♦כ♃  
ᵘ ♃כ♦  
ᵙ ꜟ▬□ⱨ♃כ♦  
ᵚ○ꜟ♁  
ᵛ  

─  
ᵑ  
ᵒ  
ᵓ  
ᵔ ♁ⱨ♩ 

◙כ꜠  
ᵑ ◙כ꜠ ♃כ♦  
ᵒ ◙כ꜠ ♃כ♦

 
ᵓ  
ᵔ ─  
ᵕ ◙כ꜠ ♃כ♦  

─  
ᵑ  
ᵒ  
ᵓ  
ᵔ○ꜟ♁  
ᵕ ♦☺♃ꜟ☻♥꜠○

 
ᵖ ♁ⱨ♩ 

 

ᵑ  
ה / /  
ה ┘ /  
ᵒ ɖ ⁸ɘ ⁸ə  
ᵓ ⁸ ╩  
ᵔ × ɖ ×ɘ ×ə ×  
ᵕ ♁ⱨ♩  
ᵖ ⁸ ⁸ ≤─ ⁸   ─ ⁹ ⁸ ─

─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ┘ ⁸
─  

2024 4 1 ⁸ ╩ ⌐  
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᷂ ᶫ ʢ ›               

１．地籍図根三角点 

│⁸ ╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡ ⌐╟╡

─ ⌐ ∫≡ ↕╣╕∆⁹ ≢│⁸ ⌐

⌂ ┘ ─ ≤⌂╢ │ ◙כ꜠ ⌐⅔↑╢

◙כ꜠ ─ ─♃כ♦√╣╠ ┘ ╩ ℮√╘⌐ ⌂

┘ ─ ≤⌂╢ ≤⇔≡⁸ │ ⌐╟╡

↕╣√ ╩ ∆╢↓≤≤⇔≡™╕∆ ⁹ ⇔⁸ ╛

│⁸ ◄ꜞ▪ ≢№╣┌ ∏⇔╙ ⌐ ∆╢ ⅜⌂™√╘⁸

─ ⅜ ⌂ ⌐ ∆╢ ⅜ ⌂ ⌐│↓─ ╡≢│

№╡╕∑╪⁹ 
 

２．航測法を用いた地籍調査のための地籍図根三角点等の数量と測量方法 

⌐⅔↑╢ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ ⌐⅔™≡ ⁸ ╩ ∆╢

⌐ ─ ⅛╠ ∆╢ │⁸ ⌐ ↕╣√ ┘ ⌐ ≠⅝ ⇔╕

∆⁹╕√⁸ ─ │⁸ ─ ⌐╟╢╙─≤⇔⁸ ╩ ™╢ ⅜

≢∆⁹ 

表８ 点配置密度の標準（１㎢当たりの点数）（運用基準別表１） 

⇔   ─ ─  √╡─  

⁸ ⁸ ┘          

┘         
 

３．航測法を用いた地籍調査のための地籍図根三角測量の作業工程  

╩ ™√ ─√╘─ ─ │⁸ ─ ≤ ≢∆⁹ ─╖╩

≤∆╢ ─ ─ │⁸  ─≤⅔╡≢∆⁹ 

表９ 電子基準点のみを与点とするＧＮＳＳ法によるＣ工程 

  ─    

 ─   ┘   ╡╕≤╘ 

     
 

４．地籍図根三角測量における留意点 

│⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡ ∆╢√╘⁸ ─ ⌐⅔™≡ ⇔√ ⌐

∆╢≤≤╙⌐⁸ ╛ ≤⇔≡ ∆╢≤ ↕╣╢ ⌐⅔™≡│⁸ ┘

─ ╩ ⇔≡ ⌂ ╩ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ⅜ ⇔≡⅛╠ ╩ ∆╢↓≤╙ ≢∆⁹ 
 

  

図８ ＧＮＳＳ測量 
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５．地籍図根三角測量の工程の成果 

─ ┘ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

表１０ 地籍図根三角測量（Ｃ工程）の記録及び成果（運用基準別表第５） 

┘ ─  

ᵑ ⁸ᵒ ⁸ᵓ ה  

ᵔ ⁸ᵕ ( )⁸ᵖ

ᵗ ⁸ᵘ ─  
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›            

１．航空測量の作業工程 

│⁸ꜞ ⸗☿fi♦כ♃╩ ™≡ ─√╘─ ╩ ∆╢╙─≢∆⁹ ─ꜞ⸗☿fi♦כ♃

╩ ⌂ ╡ ⇔╕∆⅜⁸⌂↑╣┌ ⌐ ╛ ◙כ꜠ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ ─ ⱨ

│כ꜡ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 ⌂⅔⁸↓↓≢│ ⌐ ה ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ™╕∆⁹ ⌐≈™≡│₈ ₉╩

⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２．作業の準備（ＲＤ１工程） 

╛ ◙כ꜠ ╩♃כ♦ ™√ ≢ ∆╢ ─ ⌐№√∫≡│⁸ ⁸ ≢

↕╣√ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∂≡ ─ ╩⇔╕∆⁹ ⌐ ∆╟℮⌐⁸ ♃כ♦╢∆

─ ╛ ⌐╟∫≡ ⅜ ⌂╡╕∆─≢⁸∕╣⌐ ⇔√ ─ ╩ ─≤⅔╡ ™╕∆⁹ 

 ŋ ╩ ⇔≡ ╩ ℮ ⌐│⁸ ⌂ ⅝╛ ⅝╩ ™⁸ ♃כ♦─ ─

⌐ ∂≡⁸ ∆╢ ⁸ ─ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 o ⌐ ╛ ◙כ꜠ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ─ ╩⇔╕∆⁹ ⇔╟℮≤∆╢

─♃כ♦ ⁸ ╩ ⇔⁸ ╛ ─ ⌂ ╩ ⇔╕∆⁹      

 ɔ ᵑ ┘ᵒ ┘⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

  

既存の空中写真の活用 

ＲＤ６-２:航空レーザ計測

データの解析 
ＲＤ６-１:空中三角測量 

ＲＤ６-３:空中三角測量 

（必要に応じて実施） 

既存の航空レーザ測量の

成果の活用 

ＲＤ７-２: 三次元の座標

値データを用いた基

礎資料の作成 

ＲＤ７-１: 空中写真を用

いた基礎資料の作成 

ＲＤ７-３: 空中写真を用

いた基礎資料の作成    

ＲＤ７-４: 三次元の座標

値データを用いた基

礎資料の作成 

ＲＤ８:取りまとめ 

ＲＤ１:作業の準備 

ＲＤ２:既存資料の収集 

ＲＤ３:標定点等及び航測図根点の選定 

ＲＤ４:標識の設置 

ＲＤ５-１:空中写真撮影 ＲＤ５-２:航空レーザ計測 

図９ 航空測量（ＲＤ工程）の作業の流れ 
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３．既存資料の収集（ＲＤ２工程） 

（１）既存の航空レーザ測量データの収集 

─ ◙כ꜠ ╩♃כ♦ ⌐ ∆╢ │⁸ │ ⌐ ∂√ ╖─

╙─≢⁸ ─ ╩ √⇔≡™╢ ─ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ ⌂ ≢ ↕╣╢

◙כ꜠ ⁸│≡⇔≥♃כ♦ ⌐ ♃כ♦╢╣╠→ ⅜№╡╕∆─≢⁸ⱷ♃♦⁸♃כ ⁸

─ ╩ ∑≡ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩₈ ☻כⱬ♃כ♦ ₉

⅛╠ ◙כ꜠ ╩ ⇔√ ╛ ⁸ ⁸ ⌂≥╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

表１１ 既存の航空レーザ測量データを使用する場合の関連データの収集（公共測量作業規程準則第５６９条） 

♃כ♦ ─ ה♃כ♦  ─  

◙כ꜠  ה♃כ♦

 

ᵑ ꜟ▬□ⱨ♃כ♦ ♃כ♦♪♇ꜞ◓⁸♃כ♦♪fi►ꜝ◓⁸♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○ ⁸ ⱳꜞ

◗fi─ ⁸ ⱳꜞ◗fi─ ⁸ ◙כ꜠ ⁸♃כ♦ ⱨ□▬ꜟ⁸

⁸♃כ♦ ♩☻ꜞ♃כ♦  

ᵒ♦☺♃ꜟ ⸗♦ꜟ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂  

∕─  
ᵑ ◙כ꜠  

ᵒ ⌐ ⅜ ↕╣≡™╢  

 

（２）既存の空中写真の収集 

─ ╩ ⌐ ∆╢ ╙⁸ │ ⌐ ∂√ ╖─╙─╩ ∆

╢╙─≤⇔╕∆⁹↓∟╠╙ ⌐⁸ ─ ╙≢☻כⱬ♃כ♦ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

─ ≤⇔≡│⁸ ─╒⅛⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩₈ ה ◦☻♥ⱶ₉⌐ ↕╣

≡™╢ ╛ ─ ─ ╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ ה ◦☻♥ⱶ─ ≢ ↕

╣╢ ─ │⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ≢─ ─ ⁸ ☻כ◖⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸◌ⱷꜝ ⁸ כꜝ◌⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⅜ ↕╣╕∆⁹↓╣╠─ ╩ ⇔≡⁸ ≤∆╢ ╩ ⅜

⌂ ⇔√ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ⅜ ─ ╩ √⇔≡™⌂™ ─ ⌐ ↕⌂™ ≢╙⁸

─ ─ ╩ ⇔√ ≤⇔≡⁸ ─ ─ ─ ⌐⅔™≡ ⌂ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

（３）その他の既存資料の収集  

① オルソ画像の収集 

 ≢ ↕╣≡™╢○ꜟ♁ ╩ ≢⅝╢ │⁸∕─♦☺♃ꜟ ╩ ⇔≡ ─ⱬכ☻ⱴ♇

ⱪ≤⇔≡ ∆╢≤ ≢∆⁹╕√⁸ ─₈ ₉─○ꜟ♁ ╙ ≢∆⁹ 

② ＤＥＭ等の収集 

─ ⅛╠○ꜟ♁ ╩ ∆╢ │⁸ ⌐╟╢ ─ ─ ╛ ─

─ ─√╘─ ⅜♃כ♦ ⌐⌂╡╕∆⁹ ⌐╟╢ ─♃כ♦ │ ╩ ⇔╕∆─≢⁸

─ ╩ √⇔≡™⌂™ ╩○ꜟ♁ ⇔≡ ≤⇔≡ ∆╢ ⌂≥│⁸ ─ ╩♃כ♦

⇔≡ ⌐○ꜟ♁ ╩ ∆╢─⅜ ≢∆⁹↓─ ⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩₈ ◘

▬♩₉─₈ ה ⸗♦ꜟ ₉─ ⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

４．標定点等及び航測図根点の選定（ＲＤ３工程） 

（１）空中写真測量のための標定点及び航測図根点の選定 

⌐ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ─√╘⌐

⌂ ┘ ─ ≤⌂╢ ╩⁸ ≤ ╩ ⇔≡ ⇔╕∆

⁸ ⁹ │⁸ ≤⇔≡ ⌐ ╖─
図１０ 標定点の選定 
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─ ⅛╠ ⇔⁸ ╩ ⇔╕∆⅜⁸ ⌐╟╡ ↕╣√ ╩ ∆╢↓≤╙ ≢∆⁹

⌐╟╢ │⁸₈ ⌐╟╢ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ₉⌂≥⌐ ≠⅝ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ⌐

⇔√ ⅜⌂™ │⁸ ⌐ ≠⅝ ╘╠╣√ ─ ─ ⌐ ∂√

│ ─ ─ ⌐ ∂√ ≢ ╘╢↓≤⅜≢⅝╕∆

⁹ 

╩ ∆╢ ⌐│⁸ ⅜ ⌐ ↕╣⁸ ⌐ ⌐ ╡ ≢⅝╢↓≤⁸ ⅜

≢⅛≈ ⌐ ≢⅝╢ ≢№╢↓≤⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹↓╣╠─ ─ │⁸ ⁸

⁸ ─ ⅜ ⅛╢ ≤⇔≡ ╡╕≤╘╕∆ ⁹ 

╕√⁸ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢ ⌐│⁸ ⌐ ⌂ ┘ ─ ≤⌂╢

─ ╩ ⇔⁸ ⌂ ─ ╩ ⇔╕∆ ⁹∕─ │⁸ ┘

─ ⌐ ╡╕≤╘╕∆ ⁹ 

 

（２）既存の空中写真のための標定点の選定と座標計測 

─ ╩ ∆╢ │⁸ / ⅛╠─ ─

⅜ ⌐ ╠╣⌂™√╘⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤

⌐⌂╡╕∆⁹↓─ ⁸ ⌐ ∫≡™╢ ⌂ ╩ ⇔⁸∕─

≤ ╩ ≢ ⇔≡ ≤⇔╕∆⁹╕√⁸ ─≤⅔╡⁸ ↄ

─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆─≢⁸ ─ ⌐ √∫≡│⁸

╕≢ ↕╣≡™╢ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ─

⅜ ╣╕∆⁹ 

 

（３）航空レーザ測量のための調整点と航測図根点の選定 

⌐ ◙כ꜠ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ≢ ↕╣╢

┘ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ≤⇔≡ ─ ⅛╠ ╩

⇔╕∆⅜⁸ ⌐╟╡ ↕╣√ ╩ ∆╢↓≤╙ ≢∆⁹

⌐╟╢ │⁸₈ ⌐╟╢ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ₉⌂≥⌐ ≠⅝

⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ⌐ ⇔√ ⅜⌂™ │⁸ ⌐ ≠⅝ ╘

╠╣√ ─ ≢ ∆╢ ⌐ ∂≡ ∆

╢↓≤⅜≢⅝╕∆ ⁹ ◙כ꜠ │

╩ ╘≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ™↓≤⅛╠⁸ ─ ⅜ ≢⅛

≈ ⌐ ≢⅝╢ ⌂≥⅜ ─ ⌐№╢ ⌐│⁸∕∟╠⌐ ∆

╢ ⅜ ⌂ ╙№╢√╘⁸ ⌐ ⇔ ⇔╕∆ ⁹ 

↕╠⌐⁸ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢ ⌐│⁸ ─ ╩

⇔⁸ ⌂ ─ ╩ ⇔╕∆ ⁹∕─ │⁸

┘ ─ ⌐ ╡╕≤╘╕∆ ⁹ 

 

  

図１１ 既存空中写真の標定点の選定 

図１２ 調整用基準点の数と位置 
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（４）標定点及び調整点及び航測図根点の選定工程の成果 

⌐⅔↑╢ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表１２ 標定点、調整点及び航測図根点の設置作業における記録及び成果（運用基準別表第５） 

─  ┘  

 

ᵑ ⁸ᵒ / ⁸ / ⁸ / ⁸

/ │ / ⁸ᵓ ⁸ᵔ ⁸ᵕ ⁸ᵖ

⁸ᵗ / ⁸ / ⁸ /  

│ / ⁸ᵘ ─  

 
ᵑ / ⁸ / │ / ⁸ / │ 

/ ⁸ᵒ ⁸ᵓ ⁸ᵔ  

◙כ꜠  

ᵑ ⁸ᵒ / ⁸ / ⁸ / ⁸

/ │ / ⁸ᵓ ⁸ᵔ ⁸ᵕ ⁸ᵖ

⁸t / ⁸ / ⁸ / │ 

/ ⁸ᵘ ─  
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５．標識の設置（ＲＤ４工程） 

（１）空中写真測量のための対空標識の設置 

⌐ ╩ ∆╢ ⌐ ┼ ∆╢ │⁸₈ ─ ─ ─

⅝↕─ ₉₈ ─ ─⅔⅔╗⌡ . . ─ ⅝↕─ ┘ ₉⅜

≤↕╣≡™╕∆ ⁹ ─ │⁸ ⌐ │ ─ ╩ ⇔√ ⱬ♬ꜘ

╛ ⅜ ⌐ ╦╣╕∆⁹ ╩ ≢ ∆╢ ─ ─ ⅝↕ ┘ ⌐≈

™≡╙ ─ ≤ ≢∆⁹ 

╩ ⇔≡ ∆╢ │⁸ ⌐ ╩ ⇔⁸↓╣╩ ≤⇔≡ ╩ ⇔╕∆⁹

─ │⁸ ⌐╟╡ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆ ⁸ ⁹ 

 

（２）航空レーザ測量のための調整点等の対空標識の設置 

─ ◙כ꜠ ─√╘─ ⌐ ∆╢ │⁸ ◙כ꜠─≢

⅜ ─ ⌐ ═≡ ⅝™√╘⁸ ⌐⅔↑╢ ╟╡

⅝ↄ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ │⁸ ≤⇔⁸꜠ ◙כ ≢ ⅜ ≤⌂╢╟℮⌐

╩ ╡⁸ ╟╡ ↄ ∆╢ ─ ⅜ ≢∆⁹ ─ ⅝↕│⁸ ≤

⇔≡₈ ⌂ ─ ─ ⅝↕─ ₉₈ × ─

┘ ₉ ⅜ ↕╣≡™╕∆⅜⁸ ─

≢ ◙כ꜠ ╩ ∆╢ │⁸  m ─╙─≤∆╢─⅜ ≢∆⁹

│⁸ ⱬ♬ꜘ ╛ ⅜ ╦╣╕∆ ⁹ 

╩ ◙כ꜠ ≢ ∆╢ ─ ─ ⅝↕ ┘ ⌐≈™≡╙ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

（３）標識の設置工程の成果 

─ ⌐⅔↑╢ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表１３ 対空標識の設置作業における記録及び成果（運用基準別表第５） 

─  ┘  

 ᵑ ה  

ᵒ ה  

ᵓ ה ⁸ 

◙כ꜠  

 

ᵑ ה  

ᵒ ה  

ᵓ ה  

 

６．空中写真撮影又は航空レーザ計測（ＲＤ５工程） 

（１）ＲＤ５-１：空中写真撮影 

① 空中写真の特徴 

─ │⁸ ⅜ ─ ≢ √ ≤ ™ ≤⇔≡ ↕╣╢↓≤≢∆⁹ ⌐⁸ ╩ ∆

╢↓≤⌐╟╡ ⅜ ╠╣⁸ ─ │ ⇔╕∆⁹╕√⁸ │⁸ ─ ⁸

─ ┘ ⌐⅔↑╢ ─ ≤⇔≡ ↕╣╕∆⁹ 

 

② 空中写真の新規撮影 

▪ ◌ⱷꜝ─ ה╖ ─  

│⁸ ─ ◌ⱷꜝ╩ ⇔⁸ ╩ ⌂╢ ⅛╠ ⇔√☻♥꜠○ ╩ ∫≡ ∆╢

≢∆⁹ ≢│⁸ ⱨ▫ꜟⱶ◌ⱷꜝ⅜ ⌐ ↕╣≡⅝╕⇔√⅜⁸ ≢│ ⌐ /

─♦☺♃ꜟ ◌ⱷꜝ⅜ ↕╣≡™╕∆( ה  )⁹ ♦☺♃ꜟ ◌ⱷꜝ│⁸ ⌐

図１３ 対空標識 
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─ ⅜☿fi◘≤⇔≡ ↕╣⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ┘ ─ ╩ ⌂╢ ≈─◌ⱷꜝ

≢ ∆╢ⱴꜟ♅☻Ɑ◒♩ꜟה◌ⱷ (ꜝ  )─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

─ │⁸ ⌐ ∆╟℮⌐⁸ ─◌ⱷꜝ─

≤ ─ ╩ ≡√ ≈─♦☺♃ꜟ ╩ ∆

╢↓≤⌐╟╡⁸ ─Ɽfi◦ꜗכⱪ כꜝ◌ ╛ ◌

כꜝ ≤ ┌╣╢ ╩ ⇔╕∆⁹ ⌐⅔™

כꜝ◌⁸│≡ ╩ ∆╢─⅜ ≢∆⁹ 

▬ ☻♥꜠○ ─                                  

│⁸ / ╩♃כ♦ ⇔⌂⅜╠⁸

⌐ ≢│☻♥꜠○ ─ ╩ ↑╢

√╘⌐ √╕Ᵽꜝ♇ⱪ≢⁸כ○─ ╡ ∫√ ☻כ◖

≢│ ─◘▬♪ꜝ♇ⱪ≢ ⇔╕∆ ⁹ 

≈─ ⁸│≢☻כ◖ ─ ⅜ ╟ↄ

ⅎ╢╟℮⌐⁸⅔⅔╗⌡ ה ⌐╟╡⁸╕√ ─

╩ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ≢ ⇔╕∆⁹  

╛ │⁸ ─ ─

꜠ⱬꜟ ⁸○ꜟ♁ ─ ⁸ ≢ ╛

╩∆╢ ─ ⅝↕ ╩ ⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

⌐╟╢ ⌐⅔™≡│⁸ │

⅜ . ⁸ │ . ⁸ │ .

─ ╩⁸∕╣∙╣ ─ ╛ ⁸ ─

⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆ ⁹ ─

─ │⁸ ⁸ ⁸☻כ◖ ⁸

─ ⁸ ─ ⌐≈™≡ ™╕∆⁹ 

► / ─♃כ♦  

/ ─♃כ♦ │⁸ ─ ⅜

⇔√ ≢ ╛⅛⌐ ⇔╕∆⁹ ≢│⁸

─ ┘ ─ ─ ╩♃כ♦ ™≡⁸◐Ⱡⱴ♥▫♇◒ ╩ ™╕∆⁹╕√⁸◐Ⱡⱴ

♥▫♇◒ ┘ ♃כ♦ ─ ⅝ ┘ ⌐╟╢ ╩ ™╕∆⁹↕╠⌐⁸

╟╡ ─ ─ ◌ⱷꜝ꜠fi☼─ ⌐ √╢ ─ ┘ ─ ⅝

╩ ⇔╕∆⁹ 

/ ─ │⁸ ─◘▬◒ꜟ☻ꜞ♇ⱪ ─ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸◐Ⱡⱴ♥▫♇◒ ≤ ≤─ ⁸ ─ ─ ≤

⁸ ┘ ─☻כ◖ ⌐≈™≡ ™⁸ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ /

╩ ⇔╕∆⁹ 

③ 空中写真撮影の成果 

─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

図１４ ＧＮＳＳ/ＩＭＵ装備のデジタル航空カメラ 

IMU 

 

（青色） （緑色） （赤色） （近赤外線） 

（全色画像） （カラー画像） （赤外カラー画像） 

図１５ マルチスペクトル画像からの合成画像作成 

図１６ 航空カメラによる撮影 

GNSS 
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表１４ 空中写真撮影の成果（運用基準別表第５） 

 

 

 

 

 

（２）ＲＤ５-２：航空レーザ計測 

① 航空レーザ計測の方法 

▪ ◙כ꜠ ◦☻♥ⱶ 

◙כ꜠ ◦☻♥ⱶ│⁸ ⁸

╛ ⌐ ⇔√꜠

◙כ ◙כ꜠╠⅛ ╩ ⌐ ↑≡

⌐ ⇔⁸ ◙כ꜠─₁ ─ ⅛

╠⁸ ↕╣√ ╛ ─ ╩ ∆

╢ ≢∆⁹ │⁸ ◙כ꜠ ─

╩ ⇔√╙─≢∆⁹ ◙כ꜠⁸│⌐

⁸ / ⁸♦☺♃ꜟ◌ⱷꜝ⅜

↕╣≡™╕∆⁹ 

▬ ◙כ꜠ ─  

◙כ꜠ ⌐⅔™≡│⁸ ─

≢ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⁸ ⁸Ɽꜟ

☻ ⁸ ☻Ⱨכ♪ ╩ ⇔≡ ↕╣√

⁸ ≢⁸ ─ ☻כ◖

╩ ◙כ꜠⁸╠⅜⌂⇔ ⁸ / ─ ─♃כ♦ ⁸♦☺♃ꜟ◌ⱷꜝ⌐╟╢ ╩

⌐ ⇔╕∆⁹ Ɽꜟ☻│⁸◙כ꜠√╣↕ ─ ╛ ─ ≢∕─ ⅜ ₁≤ ↕╣⁸ ⌐

∫√ ⅜ ≢ ↕╣⁸꜠ ◙כ ⌐ ∫≡⅝╕∆⁹ ⇔≡ ∫≡⅝√ ⌐⁸∕╣∙╣ⱨ□כ☻♩Ɽ

ꜟ☻⁸ Ɽꜟ☻⁸ꜝ ☻♩Ɽꜟ☻≤ ┘⁸ ─☻ꜟⱤ◙כ꜠√╣↕ ≤ ─⧵╠⅛♃כ♦ ─

≤ ╩♃כ♦─ ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ │☻כ◖─ │ ─◘▬♪ꜝ♇ⱪ≢ ⇔

╕∆⅜⁸ ╛ ─ ╩ ⇔≡⁸◘▬♪ꜝ♇ⱪ╩ ⅝ↄ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

⅜ ≢ ─№╢ ⁸ ∂ ≢ ⇔√ ◙כ꜠ ─ │⁸ ⅛╠─

⅜ ⅝ↄ⌂╢ ─ ™≤↓╤≢│ ↄ⁸ ⌐ ⅜ ↕™ ─ ™≤↓╤≢│ ⌐⌂╡╕∆⁹ כ꜠

◙ ─ │⁸ ⌐⅔™≡⁸ ≢ / ⁸ ה ≢

≤ ↕╣≡™╢√╘⁸ ◙כ꜠ ─ ⌐ √∫≡│⁸ ─ ™ ╩ ⌐⁸↓─ ╩ √∆╟℮⌐

∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

► ◙כ꜠ ─  

◙כ꜠ ◦☻♥ⱶ⌐│⁸ ─◌ⱷꜝ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ ─ ╩

◓ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi─♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○⁸⇔ ┘ ─ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ ≢│⁸↓╣╠─

─ ⅛╠ ⌂╙─╩ ⇔⁸♦☺♃ꜟ☻♥꜠○ ╩ ∫√ ╛ ─ ⁸ ⌐ ≢⅝╕∆⁹ 

 

② 航空レーザ計測の成果 

◙כ꜠ ─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

  

表１５ 航空レーザ計測の成果（運用基準別表第５） 

◙כ꜠ ─  

ᵑ ◙כ꜠ ☻כ◖ ⁸ᵒ ◙כ꜠ ⁸ᵓ♃כ♦ / ⁸ᵔ ◙כ꜠

ה ה ╣ ⁸ᵕ  

  

─  

ᵑ ⁸ᵒ ⁸ᵓ◘ⱶⱠ▬ꜟ ⁸  ᴖ / ⁸ᵕ ⁸ᵖ

☻כ◖  

図１７ 航空レーザ測量の原理 
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７．空中三角測量又は航空レーザ計測データの解析（ＲＤ６工程） 

（１）ＲＤ６-１: 空中三角測量 

① 新規撮影時の空中三角測量の方法 

≢│⁸ ⌐∕─ ╩ ∆╟℮⌐⁸ ⌂╡╩ ∫≡ ⌂╢

⅛╠ ↕╣√ ─℮∟⁸ ⇔√ ─ ╖ ╦∑ ☻♥꜠○

⅛╠ ╩ ⇔⁸∕─ ⌐ ↕╣≡™╢ ─ ─ ╩

╡⁸∕─ ה ╩ ⌐ ⇔ ╩ ⇔╕∆⁹☻♥꜠○

╩ ℮√╘⌐│⁸ ⅜ ↕╣√ ─ ─◌ⱷꜝ ≢─ ⁸

◌ⱷꜝ꜠fi☼ ─ ≢─ ≤ ─ ⅝ ╩ ∆╢ ⅜№

╡⁸↓╣╩₈ ₉≤ ┘╕∆⁹ ─ ⌐│⁸ ₁─ ⌐

─ ─ ╩ ⇔ ╗ ⅜№╡╕∆⅜⁸ ≢ ╩

∆╢↓≤│⁸ ⌐ ⅜⅛⅛╡╕∆⁹∕─√╘⁸ ─ ╩

⇔≡⁸ ⌂™ ─ ⌐ ╩ ⇔⁸ ₁

─ ⌐ ↕╣√Ɽ☻ⱳ▬fi♩≤ ┌╣╢ ─ ╩ ╘╢ ⅜₈

₉≢∆ ⁹ 

│⁸◌ⱷꜝ ─ ╩ ∆╢₈ ₉⁸ ╡ ∫√ ─ ╩ ∆╢₈

₉⁸ ≤ ─ ╩ ╘╢₈ ₉─ ≢ ↕╣╕∆⁹ 

│⁸Ɽ☻ⱳ▬fi♩⁸ ☻כ◖│ ─♃▬ⱳ▬fi♩─ ≢─ ╩ ⇔╕∆⁹♃▬ⱳ▬fi♩│⁸◖

☻כ ─ ⌐ ∆╢ ≢⁸ ─☻כ◖╢⌂ ≢ ╘√ ─ ─♅▼♇◒⌐ ⇔╕

∆⁹ ─ ┘ ⌐≈™≡╙⁸ ⌐∕─ ╩ ⇔╕∆ ⁹ 

 

 

 

≢│⁸ ╡ ∫√ ⌐ ↕╣≡™╢ ─ ─ ─

⅛╠⁸ ─ ─ ⅝╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸∕╣╠─ ─ ─ ╩⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

│⁸ ╩♃כ♦─ ⇔≡⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹Ᵽfi♪ꜟ ⌐╟╢Ⱪ꜡♇◒ │⁸

─ ₁─ ─ ╩⁸ ⌐ ℮ ≢∆ ⁹ ≢│⁸ / ≢

╘√ ╩♃כ♦─ ≡⇔≥♃כ♦ ╡ ™⁸ ⁸ ┘ ⌐ ⌐

∂√ ╖╩ ≡⁸₈ ₉╩ ⇔≡₈Ⱪ꜡♇◒ ₉╩ ℮ ⅜≤╠╣╕∆⁹ 

↓╣╠─ ⌐│⁸♦☺♃ꜟ☻♥꜠○ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

 空中三角測量における精度管理 

⌐⅔↑╢ │⁸ ─≤⅔╡ ⇔╕∆⁹ 

 

  

 

 

図１８ 立体写真測量の原理 

標定点 パスポイント 

図１９ 空中三角測量の原理 

図２０ パスポイント 図２１ タイポイント 図２２ 標定点・航測図根点 図２３ バンドル法ブロック調整 
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表１６ 標定点の残差等の制限の標準（運用基準別表３４） 

─    

Ᵽfi♪ꜟ  

Ⱪ꜡♇◒  

⌐⅔↑╢  

. ⁸ .  

. ⁸ .  

. ⁸ .   

Ⱪ꜡♇◒≤─♃▬ⱳ▬fi

♩─ ─  

. ⁸ .  

. ⁸ .  

. ⁸ .   

⌐⅔↑╢Ɽ☻ⱳ

▬fi♩ ─  

⁸  

┘  

. │ .  

. │ .  

  

③ ステレオモデルの構築 

⅜ ∆╢≤⁸ ↕╣√ ─ ╩ ⇔≡☻♥꜠○ ↔≤⌐ ╩ ™⁸♦☺♃ꜟ

☻♥꜠○ ─ ≢ ⅜≢⅝╢☻♥꜠○⸗♦ꜟ⅜ ↕╣╕∆⁹↓─☻♥꜠○⸗♦ꜟ│⁸ ⌐ ↕╣

≡™╢ ─ ה ╩ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

④ 空中写真（新規）の空中三角測量の成果 

─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表１７ 空中三角測量の成果（運用基準別表第５） 

─  

ᵑ ⁸o ⁸ɔ ⁸ᴖ ⁸ᴗ ⁸p Ᵽfi♪

ꜟ ⁸ᵗ ⁸ᵘ ⁸ᵙ  

 

（２）ＲＤ６-３:  既存の空中写真の空中三角測量 

─ │⁸◌ⱷꜝ ╛♃כ♦ / ⅛╠─ ─ ⅜ ╠╣⌂™↓≤⁸

─ ⅜⌂ↄ ╩ ↄ ╘╢↓≤⅜ ⇔™↓≤⌂≥⅜ ⅎ╠╣╢↓≤⅛╠⁸ ≤⇔≡─○ꜟ

♁ ╩ ∆╢√╘⌐│ ─≤⅔╡⁸ ⌐ ∫≡™╢ ╩ ≢ ⇔≡ ≤⇔⁸

♦☺♃ꜟ☻♥꜠○ ⌐╟╡ ╩ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕∆⁹⌂⅔⁸ ⅜

↕╣≡™╢ ⁸∕─ ╩ ∆╢↓≤≢ ─ ⅜ ╣╕∆⁹ 

 

（３）ＲＤ６-２: 航空レーザ計測データの解析 

① 航空レーザ計測データ（新規）の解析方法 

▪ ◙כ꜠ ─♃כ♦  

⌐ ⇔√ ◙כ꜠ ♃כ♦─ │⁸ ⌐ ♃כ♦∆ ─ ╣⌐ ∫≡ ⇔╕∆⁹ 

¶ / ─♃כ♦ ─ ◌ⱷꜝ─ ≤ ⁸ ─ ┘

─ ─ ╩♃כ♦ ™≡⁸◐Ⱡⱴ♥▫♇◒ ╩ ™╕∆⁹╕√⁸◐Ⱡⱴ♥▫♇◒ ┘

╢╟⌐♃כ♦ ╩ ™╕∆⁹ ◙כ꜠ ─ │⁸꜠ ─☻ꜟⱤ◙כ ─☿fi◘─

≤ ⅝⅜ ↕╣╕∆⁹ 

─♃כ♦ ¶ ꜠⁸♃כ♦─ ─☻ꜟⱤ◙כ ◒♇▫♥Ⱡⱴ◐⁸♃כ♦ ╩♃כ♦─ ╖ ╦∑

◙כ꜠ ─ ╩♃כ♦ ⇔╕∆⁹↕╠⌐⁸ⱡ▬☼ ┘ ┼─ ╩ ⇔⁸

╩♃כ♦ ⇔╕∆⁹ │⁸ ⌐⅔↑╢ ≤ ◙כ꜠ ─ ─ ⁸ ╡ ∫√

♃כ♦─☻כ◖ ─ ─ ╩ ™⁸ ⅜ ⅝™ │◐Ⱡⱴ♥▫♇◒ ─ ה ╩

⇔╕∆⁹↓─╟℮⌐⇔≡ ╠╣√ ≥♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○╩♃כ♦ ┘╕∆⁹ 
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¶ ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi◓ ╠⅛♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○ ⌐№╢ ♃כ♦─ ╩ ╡ ↄⱨ▫ꜟ♃ ╩ ™⁸ ⌐

⇔√ ─♃כ♦ ≢№╢◓ꜝ►fi♪♦כ♃╩ ⇔╕∆⁹◓ꜝ►fi♪♦⁸│♃כ ⌂ ╩∆╢

⁸╡№≢♃כ♦ ♃כ♦─ ╩ ╟ↄ ≢⅝╢╟℮⌐ ─ ─ ≤ ♃כ♦╩

⌐╟╡ ♃כ♦♪♇ꜞ◓⁸⇔ ♃כ♦ ╩ ⇔╕∆⁹ 

⁸╠⅛♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○ ◙כ꜠ Ɽꜟ☻─ ╙ ™ ╩╖─♃כ♦─ ∆╢≤ ♃כ♦─ ╩

⁸╠⅛♃כ♦─╠╣↓⁹∆╕⅝≢⅜≥↓╢  ⌐ ∆╢ ─ ─ ↕╩ ⌐╟╡ ⇔⁸ כ♦

♃╩ ⇔╕∆⁹ 

▬ ─ ─  

╩ ⇔ ╩ ⇔≡™╢ │⁸ ◙כ꜠ ⌐ ↕╣√ ─ ╩

─♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○⁸⌐ ≢ ─ ─ ╩ ╡⁸ ╩ ⇔≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

② 航空レーザ用数値写真の解析方法 

◙כ꜠ ⅛╠│⁸ ⁸ ♃כ♦ ╩ ™≡ ⌐╟╡○ꜟ♁ ┘∕─

⸗◙▬◒ ╩ ⇔╕∆⁹○ꜟ♁ ◓ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi─♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○⁸│ ─ ≢ ∆╢≤≤╙⌐⁸

─ ⁸ ─ ⌐ ≢⅝╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

③ 航空レーザ計測データの解析成果 

◙כ꜠ ─♃כ♦ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

  

表１８ 航空レーザ計測データの解析成果（運用基準別表第５） 

◙כ꜠ ─♃כ♦  

ᵑ ⁸ᵒ◖כ☻ ⁸ᵓ◖כ☻ ⁸ᵔ ⁸ᵕ ⁸

ᵖ ⁸ᵗ ⁸ᵘ ⱨ□▬ꜟ⁸ᵙ♃כ♦ ⁸ᵚ  ⱨ□▬ꜟ⁸♃כ♦

ᵛ ◓ꜝ►fi♪♦כ♦♪♇ꜞ◓⁸♃כ♃  

 

  

（航空レーザ計測データの解析） 

オリジナルデータ オルソ画像 

数値写真 

ＩＭＵデータ センサ位置データ 
オルソ画像 

オルソモザイク 

グラウンドデータ 

センサ位置・姿勢データ 

レーザ照射方向データ 

ＤＥＭ(グリッドデータ） 

ノイズ除去・座標変換 

ＤＥＭ（グリッドデータ） 

 

図２４ 航空レーザ測量のデータ処理の流れとサンプル 

電子基準点データ 

レーザデータ（走査角） 

レーザデータ（照射距離） フィルタリング 

グラウンドデータ 

ＤＳＭ (グリッドデータ） 

照射点の三次元座標（航空レーザ計測データ） 

三次元計測データ（点群） 

（オリジナルデータ） 

数値写真撮影 

機上ＧＮＳＳデータ 

航空レーザ計測 
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８．空中写真又は三次元の座標値データを用いた基礎資料の作成（ＲＤ７工程） 

（１）ＲＤ７-１：空中写真を用いた基礎資料の作成 

⅛╠ ≤⇔≡○ꜟ♁ ╩ ⇔╕∆ ⁹ 

① オルソ画像・オルソモザイクの作成 

─ │⁸ ⅛╠─ ⅜ ⇔⁸◌ⱷꜝ─꜠fi☼ ╩ ╡⁸ ⌐ ↕╣√ ╩ ⇔√╙

─≢∆⁹↓─╟℮⌂ ╩₈ ₉≤ ™╕∆⁹ ─ ╩ ≈ ≢│⁸◌ⱷꜝ⌐ ™ │

⅝ↄ⁸ ™ │ ↕ↄ ∫≡⅔╡⁸ ⅜ ≢│№╡╕∑╪⁹╕√⁸ ≤∆╢ ╟╡ ™ │⁸ ≡

∕─ ↕≤ ─ ⌐ ∂≡ ∏╣ ⇔≡ ╡╕∆⁹ ─ ☼꜠─ ⅝↕│⁸ ─ ─ ⅝

↕╛ ⌐╟∫≡╙ ⇔╕∆⅜⁸ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐│⁸ ⌐⌂╢

╙№╡╕∆⁹⇔√⅜∫≡⁸↓╣╠─ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⅝─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⌡╠╣╢╟

℮ ≤ ∂ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

│⁸ ⌐ ↑≡ ↕╣√ ─ ╩⁸ ─ ⁸ ┘

♃כ♦ │ ╩ ⇔≡ ╩ ⇔⁸ ─○ꜟ♁ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

○ꜟ♁ ─ ≢│⁸ ─ ─ ≈─ ─ ≢─ a╩⁸ ⅛╠ ┼─ ⌐

╟╡ ╘╕∆⁹ ⌐⁸↓─ ─ ─ ⌐ ╕╣╢ ╩ ⇔⁸ ∆╢○ꜟ♁ ─ ─ ⅝↕≢

─ ⌐ ═ ⅎ╩ ™⁸∕─ ╩○ꜟ♁ ─ ´─ ⌐ ⇔╕∆⁹↓─╟℮⌂ ╩⁸○ꜟ♁

╩ ∆╢ ≡─ ⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ↕╣√○ꜟ♁ ╩ ⇔╕∆⁹ 

⌐│⁸ ─ ⅜ ↕╣√↓≤⌐╟╡ ⌐ ⇔√○ꜟ♁ ≤⇔≡ ↕╣√

⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

⌂⅔⁸○ꜟ♁ ⌐│⁸ ⌐ ─ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⅜ ↕╣╕∆⁹ │⁸

─ ╛ ─ ↕╩ ⁸≢─™⌂│≢♃כ♦√⇔ ⁸ ─ ⅛╠─ ↕⌐╟╢ ─ │ ≤⇔

≡ ∫≡™╕∆⁹ ⌐⅔™≡○ꜟ♁ ≤™℮≤↓─ ─ ╩ ⇔√ ╩ ⇔≡™╕∆─≢⁸

─ ─ ≢ ∆╢ │ ⅜ ≢∆⁹╟╡ ⌐ ─ ↕⌐╟╢ ╩ ⇔√○ꜟ♁

│⁸ ○ꜟ♁≤ ┌╣⁸ ◙כ꜠ ⌐╟∫≡ √ ╩ ∆╣┌ ≢⅝╕∆⁹ 

╕√⁸ ₁─ ─○ꜟ♁ ╩ ה ⇔⁸ ≈─ ╩ ∆╢↓≤╩○ꜟ♁⸗◙▬◒≤™™╕∆⁹

│⁸ ⌂╡╩╙∫≡ ↕╣≡™╕∆─≢⁸○ꜟ♁ ─ ⌐⅔™≡ ⅞ ⅜ √⌂™╟℮⌐⁸≢

⅝╢ ╡ ⌂ ╩ ∆╟℮⌐ ╩ ™⁸ ⁸ ╢↕ ╩ ⇔ ⅞ ╦∑╕∆⁹○ꜟ♁ ─

⌂ │⁸⸗◙▬◒ ╩ ↔≤⌐ ╡ ⇔⁸ⱨ□▬ꜟ ≤⇔≡ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

図２５ オルソ画像の作成方法 

○ꜟ♁  

 

○ꜟ♁⸗◙▬◒ 

図２６ 山間地のオルソ画像とオルソモザイク（例） 
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② ステレオ視による計測・図化と写真判読 

─ ⅜ ∆╢≤⁸♦☺♃ꜟ☻♥꜠○

─ ≢☻♥꜠○⸗♦ꜟ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢─≢⁸∕─

≢ ─ ─ ╛ ה ─ ╩ ™⁸ ≡⇔≥♃כ♦

⇔╕∆ ⁹ 

╕√⁸○ꜟ♁ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ╠⅛─ ≢ ─

♃כ♦ ╩ ∆╢ ⅜№╡⁸♦☺♃ꜟ☻♥꜠○

⌐╟╢Ⱪ꜠כ◒ꜝ▬fi ⁸ ⁸ ┘

│↓╣╠─ ⅜ ⅎ╠╣╕∆

⁹ 
 
（２）ＲＤ７-３：空中写真（既存）を用いた基礎資料の作成 

─ ╩ ™√ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ ─ ≤ ⌐⁸♦☺♃ꜟ☻♥꜠○ ╩

⇔√○ꜟ♁ ─ ┘∕─√╘─ ─♃כ♦ ⁸ ─ ה ⅜≢⅝╕∆⁹ 

─ ─ ≢ ═√╟℮⌐⁸ ─ ─ │⁸ ─ ⌐ ⅜ ℮╙─⅜№╢

√╘⁸ ╩ √↕⌂™ │ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ ─ ™ ♃כ♦

─ ─ ™○ꜟ♁ ╛ ◙כ꜠ ♃כ♦ ≤ ⌡ ╦∑≡ ╩ ∆╢ ⅎ┌⁸ ™

≢ ╖ ∫√ ╩⁸ ─ ™ ─ ⌐ ≤

™℮ ∆╢ ↓≤≢ ─ ╩ ╟ↄ ℮↓≤⅜≢

⅝╢╟℮⌐⌂╡╕∆⁹  

│⁸ ≤ ─ ⅛╠ ⇔√

○ꜟ♁ ╩ ⇔√╙─≢∆⁹ ─ ≢│

╩ ⇔ ∆ ⅜ ≢№╡⁸ ╩ ≢ ⌡

╦∑╢↓≤≢⁸ ─ ≢ ↕╣╢ ╩ ─

⌐ ∆╢ ─ ╩ ╟ↄ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

（３）ＲＤ７-２：三次元の座標値データを用いた基礎資料の作成 

◙כ꜠ ─ ⅛╠│⁸ ≤⇔≡ ─ ╩♃כ♦ ™≡ ╩ ⇔╕∆

⁹╕√⁸ ─╒⅛⌐╙⁸ ⌐ ∂≡⁸ ─ ╩ ⇔√ ₈

₉≤™℮⁹⁸ ─ ╩ ⇔√ ₈ ₉≤™℮⁹ ∕─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝

╕∆ ⁹ 

① 微地形表現図 

≢│⁸ ה ─ ⌂ ╛ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ⇔√ ⌐╟╡

∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ │⁸ ⌐ ╦╣⁸ ─ ─ ╩ ↑≡™╢ ≢∆⅜⁸↓─

⅛╠ ╩ ∆╢─│ ≢∆⁹ ◙כ꜠ │⁸↓─╟℮⌂ ⌐⅔™≡╙ ⌐ ╩♃כ♦ ∆╢↓

≤⅜ ≢∆⁹ 

⌐ ∆ ≢│⁸ ◙כ꜠ ≢ ╩♃כ♦♪♇ꜞ◓√ ™⁸ ה ה ╩

⇔⁸ ה ⌐ ∂√ ≠↑╩ ™⁸ ─ ╩ ™≡ ╩ ∂↕∑╢ ≢ ╩ ⇔

≡™╕∆⁹↓─ ─ ≢│⁸ │ ↄ ╢ↄ⁸ │ ↄ⁸ ⅜ ≢№╢╒≥ ─ ⅜ ╙ ™

≤ ╦╣╢ ⅜ ↄ⌂╢╟℮ ⇔≡™╕∆⁹ ╩ ∆╢ ≢ ⌂ ⁸ ⁸

╩ ∆╢↓≤⅜ ≢⁸ ≢№╡⌂⅜╠ ⅜ ╠╣╢╟℮ ⅜↕╣≡™╕∆⁹ │⁸

╩ ⌡√ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ │ ─ ╩ ⇔╛∆™─≢⁸ ─ ⌐ ≢∆⁹

⌂⅔⁸ ─ ╛ ⌐≈™≡│⁸™╤™╤⌂ ⅜№╡⁸ ╙ ⇔™ ⅜ ↕╣

╢↓≤⅛╠⁸ ╛ ─ ≢│ ⌐ ↕╣≡™╕∑╪⁹ 

図２８ １９６５年撮影と近年撮影のオルソ画像の 

比較（イメージ） 

図２７ 図化機を使った図化（例） 
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② 林相識別図 

│⁸ ╛ ╩ ∆╢ ⌐ ⅜ ™√╘

∆╢╙─≢∆⁹ │⁸ ◙כ꜠ ⌐╟╢ ─ ≢ ⌐

↕╣≡™╢ ≢∆⁹ │⁸ ⸗♦ꜟ⁸ ⸗♦ꜟ⁸꜠

◙כ ─ ⸗♦ꜟ─ ⌐ ╩ ╡ כꜝ◌≡↑ ⇔√╙─≢∆⁹

◙כ꜠ ⌐│⁸ ─ ─ ─ ╩ ⇔≡™╢↓≤

⅛╠⁸ ─ ╩ ⇔√ ≤⌂∫≡™╕∆⁹╕√⁸ ≢│⁸

╛ ─ ⅜ ↑↕╣≡⅔╡⁸ ─ ⅝↕╙ ╖ ╣╢─

≢⁸ ≢⌂™ ⌐╙ ⌐ ≢⅝╕∆⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡╙⁸

≤ ─ ≢⁸∕─ ╛ ⌐≈™≡│ ⌐ ↕

╣≡™╕∑╪⁹ 

 

③ 樹高分布図 

│⁸ ⌂≥ ─ ⌂≥ ─ ⌂╢ ╛ ─

◑ꜗ♇ⱪ⅜ ╩ ⇔≡™╢ ⌐ ≢∆⁹ │ ⅛╠─ ↕╩

⇔≡⅔╡⁸ ⅛╠ ─ ↕╩ ♃כ♦╢∂ ⌐╟╡ ∆╢↓≤

⅜≢⅝╕∆⁹⌂⅔⁸ │∕╣ ⅝ↄ⌂™ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸ ╩

⇔ ∆╢ ⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ │⁸ ─

⁸╩♃כ♦ כꜝ◌ ≤ ≢ ⇔√╙─≢∆⁹ ≢│⁸

─ ╩ ⇔√╙─╙№╡⁸♁ⱨ♩╩ ™√ ─♃כ♦ ⌐ ∂

√ ⅜ ≢∆⁹╕√⁸∕─╒⅛⁸ ─ ⌐⅔™≡ ⌂ ╩

⇔⁸ ⌐ ∂≡ ╩ ⌐╕≤╘╢↓≤╙ ≢∆⁹ 

 

（４）ＲＤ７-４: 三次元座標値データ（既存）を用いた基礎資料の作成 

◙כ꜠ ≢ ╠╣√ ─ ╩♃כ♦ ∆╢ ⌐╙⁸ ≤ ⌐ ≤⇔≡

╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌐ ∂≡ ⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

  

図３１ 等高線を重ねた微地形表現図 図３０ 微地形表現図 図２９ 空中写真 

図３２ 林相識別図 

図３３ 樹高分布図の陰影カラー段採図 
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９．取りまとめ（ＲＤ８工程） 

≢ ⇔√ ─ ⅎ ⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

表１９ 基礎資料の成果（運用基準別表第５） 

  ─  

 

ᵑ○ꜟ♁  

ᵒ○ꜟ♁  

ᵓ  

ᵔ ⌐ ∂≡  

◙כ꜠  

ᵑ  

ᵒ  

ᵓ ⁸ 

ᵔ ⁸ ⌐ ∂≡  

 

１０．補備測量（ＲＤ１１～ＲＤ１７工程） 

（１）作業の準備（ＲＤ１１工程） 

≤│⁸ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ™╢─╖≢│⁸ ─ ╩

∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™ ⌐ ℮ ─↓≤≢∆⁹ ─♃▬Ⱶfi◓│ ─ ╩ ™╕∑╪⁹

─ ⅜ ↕╣╢ │⁸ ╛ ◙כ꜠ ⌐ ∟ ─ ╙ ∆╢ ⅜№╡╕

∆⁹ ╩ ™√ ⌐⅔↑╢ ─ ╣│ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

⌐│ ─ ≈─ ⅜№╡╕∆⁹ 

   Ỗ ⌐ ≠⅝ ╩ ⇔⁸∕─ ╩ ∆╢  

   Ỗ ⌐ ≠⅝ ┘⌐ ╩ ∆╢  

   Ỗ ⌐╟╡ ╩ ∆╢  

╩ ∆╢ ─ ↕⁸ ─ ╩ ⇔≡⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩⇔╕∆⁹ 

─ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表２０ 補備測量の準備 

⌐⅔↑╢  

ה  

ה ─ ─ ┘ ─ ⁸ ┘  

ה ┘ ─ ⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢  

ה ∆╢ ─ ⌐╟╡⁸ ⁸Ⱡ♇♩꞉כ◒ - ⁸ 

 ⁸♦☺♃ꜟ  

ה  

♁ꜟ○ה ⁸ ─ ⁸ ─ ⌂╙─ 

─⧵ה ⁸ ≢ ⌂╙─ 
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（２）補備測量（細部図根測量）における選点及び標識の設置（ＲＤ１２工程） 

╩ ∆╢ ⁸ │ ─ ╩ ℮─⌐ ≢№╡⁸⅛≈ ─ ⅜ ≢№╢

⌐ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌐│⁸ ╩ ⇔╕∆⅜⁸ │ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ →⌂

™≤↕╣≡™╕∆⁹ ─ │⁸ / ⁸ / │ /

⌐ ╡╕≤╘╕∆⁹ ─  

 

（３）補備測量（細部図根測量）における観測及び測定（ＲＤ１３工程） 

│⁸ ⌐╟╢↓≤⅜ ≢∆⅜⁸ ⇔ ⌐╟╡╛╗╩ ⌂™ ⌐│⁸ ≢

∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹╕√⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡⁸ ─ ┘ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

（４）補備測量（細部図根測量）における計算（ＲＤ１４工程） 

 ─ │⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

（５）補備測量（細部図根測量）における点検測量（ＲＤ１５工程） 

─ │⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡⁸ ⌐ ∟ ⌐ ⇔╕∆⁹

⌐╟╢ ╩ ∫√ │⁸ ⌐ ╘╢ ⌐╟╡ ╩ ™╕∆⁹ ─

│⁸ ⇔√ ─ ≤⇔╕∆⁹ ⌐╟╢ │⁸ ⌐ ∆╢ ⌐╟╡

╩ ⇔╕∆⁹ ─ │⁸ ─ ↔≤⌐⁸ ┘ ⌐

╡╕≤╘╕∆⁹ 

 

RD RD  

ＲＤ１１: 作業の準備 

ＲＤ１２: 補備測量（細部図根測量）における選点及び標識の設置 

ＲＤ１３: 補備測量（細部図根測量）における観測及び測定 

ＲＤ１４: 補備測量（細部図根測量）における計算 

ＲＤ１６: 補備測量（一筆地測量）における観測及び測定 

ＲＤ１７: 補備測量（一筆地測量）における計算及び筆界点の点検 

ＲＤ１５: 補備測量（細部図根測量）における点検測量 

ＲＤ１８: 筆界点座標値の計測及び点検 

Ｅ 

一

筆

地

調

査 

RD 

航

空

測

量 

 

図３４ 航測法を用いた補備測量の作業の流れ 
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（６）補備測量（一筆地測量）における観測及び測定（ＲＤ１６工程） 

│ ⌐╟╢ │⁸ │

⌐╟╡ ℮↓≤≤↕╣≡™╕∆⅜⁸ │ ─ ─

⌐⅔™≡│⁸♦☺♃ꜟ ⌐╟╡ ℮↓≤⅜≢⅝╢≤

↕╣≡™╕∆⁹╕√⁸ ⌐╟╢ │⁸Ⱡ♇♩꞉כ

◒ ╛ ⌐╟╡ ∆╢↓≤╙≢⅝╕∆

─ ⁹ 

│⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹

⁸ ⁸  

⌂⅔⁸ ⌐╟╢ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⁸

─ │⁸₈ ┘ ⌐⅔↑╢ ─

┘ ─ ⁸ ⁸

ה ₉⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ 

 

（７）補備測量（一筆地測量）における計算及び筆界点の点検（ＲＤ１７工程） 

⌐⅔↑╢ ┘ ─ │⁸ ∆╢ ⌐╟╡ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

（８）補備測量の成果 

⌐⅔↑╢ ┘ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表２１ 補備測量の成果（運用基準別表第５） 

─  

ᵑ ⌂ ₡ ─ ₢⁸ᵒ ⌂ ₡ ─ ₢ 

ᵓ ⁸ᵔ ⁸ᵕ ₡ ₢⁸ᵖ ₡

₢⁸ᵗ ⁸ᵘ ⁸ᵙ  

 

 

１１．筆界点座標値の計測及び点検（ＲＤ１８工程） 

（１）空中写真又は航空レーザ測量データを用いた筆界点座標値の計測及び点検 

─ ⌐╟╡ ⅜ ↕╣╢≤⁸ ─ ╩ │ ◙כ꜠ ╩♃כ♦─ ™≡ ⇔

╕∆⁹ ⌐│ ─ ⌐ ⇔√ ╩ ≢ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

⌐ ╩ ∆╢ ≢ ─ ─ ⅜ ╦╣⁸∕─ ⌐ ⅜ ™ │⁸ ⌐∕

╩♃כ♦─ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ │⁸ ⌐╟╢ ╩ ⇔√ ╩ ↄ ⅛╠ ╩

⇔⁸ ⌐╟╡ ─ │ ◙כ꜠ ╩♃כ♦ ™≡ ⇔≡ ™╕∆⁹ 

 

（２）補備測量の成果を用いる筆界点座標 

─ ≤⌂∫√ ⌐≈™≡│⁸ ⌐╟∫≡ ╠╣√ ╩ ⇔⁸

⌐№╦∑≡ ╡╕≤╘╕∆⁹ 

  

図３５ 補備測量とＤＧＰＳ測量機 
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ʝ ᷂ ›                  

１．航測法における一筆地調査の流れ 

⌐⅔↑╢ │⁸ ─ ⌐ ∫≡ ↕╣╕∆⁹ 

 

２．作業の準備(Ｅ１工程)  

╩ ™√ ⌐⅔↑╢ │⁸ ≤ ⇔≡ ≢⅝╢≤↕╣

≡™╕∆ ⁹ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─ ⌐ ⌂ ─ ⌐╟╢ │ ≢  

¶ ⅛╠─ ╩ ╢√╘─ ┘ ─   

¶ ─ ─  

¶ ∕─ ⁸ ⌂  

⌐ ⌂ ≤⇔≡│⁸ ─╙─⅜№→╠╣╕∆⁹ ≢│⁸ ⌐ ╩ ╘╢ ⅛

╠⁸ ≤⇔≡ │ ╦⌂™ ≤⇔≡™╢↓≤⅛╠⁸≢⅝╢ ╡ ≢ ⌂ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．作業進行予定表の作成（Ｅ２工程） 

─₈ ₉⌐ ≠⅝⁸₈ ₉╩ ⇔≡ ℮╙─≤↕╣≡™╕∆ ⁹↓─

─ ⌐ √∫≡│⁸ ─ ╩ ⌐⇔≡⁸ ─ ─ ⌐ ╘

╕∆⁹ 

 

（閉鎖和紙図） （公図） 

ＦⅡ-２: 地籍図原図の作成 

Ｅ２: 作業進行予定表の作成 

Ｅ３: 単位区域界の調査 

Ｅ４: 調査図素図等の作成 

Ｅ７: 現地調査等 

Ｅ５: 現地調査等の通知 

Ｅ６: 市町村の境界の調査 

Ｅ８: 取りまとめ 

Ｅ工程：一筆地調査 

Ｅ１: 作業の準備 

（森林計画図） 

資
料
（
例
） 

（林相図） 

（過去の空中写真） （オルソ画像） 

（微地形表現図） 

ＲＤ１１～ＲＤ１７: 補備測量 

図３６ 一筆地調査の作業の流れ及び調査に使用する資料の例 
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４．単位区域界の調査（Ｅ３工程） 

╩ ℮ ⌐│⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ ─ │⁸ ⌐⅔™≡ ℮↓≤╩

≤↕╣≡™╕∆⅜⁸ ─ ∕─ ─ ⌐╟╡ ⌐⅔™≡ ℮↓≤⅜ ≢⌂™≤ ╘╠╣⁸⅛≈⁸∕─

─ ⌐╟∫≡ ─ ─ ╩ ⅎ╢≤⅝│↓─ ╡≢│№╡╕∑╪ ─ ⁹

─ ─ │⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

５．調査図素図等の作成（Ｅ４工程） 

（１）調査図素図、調査図一覧図の作成 

─ ⌐ √∫≡│⁸ ≤ ⌐ ∆╢↓

≤≤↕╣≡™╕∆⁹ │⁸ │ ─ ⌐

⇔√ ⅝↕─╙─≤⇔⁸ ─ ⌐ ⅜ ≢⅝╢☻Ɑכ☻

╩ ⇔≡ ─ ⅝↕⌐ ⇔⁸∕─ ↔≤⌐⁸ ╩

⇔√╙─⌐⁸ ─ ⁸ ⁸ ┘ ⁸ ─

─ │ ⁸ ⁸ ⁸ ∆╢ ⌐ ╢ ─

│ ─ ⁸ ┘ ─ ╩ ⇔≡ ⇔╕

∆ ⁹⌂⅔⁸ ⌂ ⌐≈™≡│⁸

↑

⅜№╡╕∆⁹ 

 

     表２２ 一筆地調査で筆界案作成に有用な資料（例） 

─  ─  ─  ─  

 ─    

 

 

○ꜟ♁   

   

  

 →  

─○ꜟ♁   

 

 

 ┘  

♃כ♦ №╡    

  

  ⌐ ∆╢  

 ─ ⁸ 

ה ה  

   

ה   ⌐ ∆╢  

ה ⌐ ♃כ♦ ∆╢  

   ♃כ♦

 

╕√⁸ ─ ╩ ∆ ⌐ ─ ⁸ ─ ⁸ ⌐ ∆╢

─ ⁸ ┘ ─ ╩ ⇔√ ╩⁸ ╩ ℮ ↔≤⌐ ⇔╕∆

⁸ ┘ ⁹⌂⅔⁸ ─ ┼─ ⅜ ™ ⌐│⁸

─ ⌐≈™≡╙ ⇔⁸ ─ ≤∆╢≤ ⌂ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

図３７ 調査図素図 
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（２）地籍調査票の作成 

│⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ≠™≡ ⇔╕∆ ⁸ ⁹╕√⁸

│⁸ ╩ ™≡ ∆╢↓≤╙≢⅝╕∆⅜⁸↓─ ⌐⅔™≡│⁸ ⌂ↄ

≤ ⇔╕∆⁹ │⁸ ↔≤⌐⁸ ─ ⌐≈≠╡⁸ ╩ ⇔⁸↓╣⌐ ─ ⁸ ─

┘ ─ ⁸ ─ ⁸ ┘ ╩ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ⌂ ─ ⌐

≈™≡│⁸ ↑ ה

⌐ ≠ↄ↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

 

６．現地調査等の通知（Ｅ５工程） 

╩ ™√ ⌐⅔™≡⁸ ─ ─ │ ─≤⅔╡≢∆ ⁹ 

 

表２３ 航測法を用いる地籍調査における現地調査等の通知 

        

─ ┼─

─  

─ ⅜ ≢№╢↓≤∕─ ─ ⌐╟╡⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢⌂™

≤ ╘╢ ⌐⅔™≡⁸ ⁸ ┘ ─ ─ ⅜

╠⅛≤⌂∫√≤⅝ │∕─ ╩ ⇔√≤⅝⌐│⁸ ⌐ ∆╢ ╩

⇔⁸ ─ ⌐⁸ ∆╢ ┘ ┘⌐ ─ ⌐ ⌂ ⌐ ∆

╢ │ ─ ╩∆═⅝ ╩ ∆╢⁹ 

⅜ ⇔⌂⅛∫√

⌐⅔↑╢  

⅜ ⇔⌂⅛∫√ ─ ─ ⌐ √∫≡│⁸ ─ ─╒⅛⁸

─ ⌐╟╡ ℮⁹↓╣╠─ ╩ ∫≡╙ √⌂ ⅜ ╠╣⌂⅛∫√≤⅝│⁸

│ ┼─ ⅝ ╡⁸ ┼─ ─ │ ⇔⌂™⁹ 

╩ ╠⅛⌐∆╢

⌂ ⅜ ∆╢≤⅝ 

╩ ∆╢ ∕─ ─ ╩ ╠⅛⌐∆╢ ⌂ ⅜ ⇔⁸

╩№╠⅛∂╘ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢ │⁸ ─ ⌐ ∑≡⁸

╩ ⇔⁸ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

７．市町村の境界の調査（Ｅ６工程） 

⌐ ∆╢ ⌐⁸ ⌐ ─№╢ ─ ╩ ⇔╕∆ ⁹

─ ─ ╩ ℮⌐ √∫≡│⁸ ─ ┘ ⌐ ∆╢ ─ ─ ╩ ╘⁸∕╣╠

─ ─ ╩ ≡⁸ ⁸ ∕─ ⌂ ⌐ ╩ ⇔╕∆⁹√∞⇔⁸ ─ ⅜ ≢№╢↓≤

∕─ ─ ⌐╟╡⁸ ┘ ─ ╩ ╘╢↓≤⅜ ≢⌂™≤ ╘╢ ⌐⅔™≡⁸

─ ⌐╟╡ ╩ ≢⅝╢≤⅝│⁸↓─ ╡≢⌂™≤↕╣≡™╕∆⁹ ─ ─ ╩ ℮↓≤⅜≢

⅝⌂™≤⅝│⁸ ─ ⌐₈ ₉≤ ⇔╕∆⁹ 

 

８．現地調査等（Ｅ７工程） 

（１）現地調査等に含まれる作業工程 

⌐ ╕╣╢ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ ─ ⌐│⁸ ─ ⌐ ╕╣

⌂™ ─ ⅜ ╕╣≡™╕∆⁹ 

¶ ─ -  

¶ ─ -  

¶ ─ ─ ≢─ ─ ה -   

¶ ─ - ─ ⌐ ⅎ⁸ ⌂ ⌐ -  

¶ ─ -  
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（２）筆界案の作成（Ｅ７-１） 

 ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≢

↕╣≡⅔╡⁸∕─ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

⌐ ╘╠╣≡™╢≤⅔╡⁸ ╩ ℮ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ≤

↕╣╢ ╩ ⌐ ⇔√₈ ₉╩ ⇔⁸↓╣╩ ™≡ ⌐ ⇔ ─ ╩ ╘╢↓≤

≤↕╣≡™╕∆⁹↓─₈ ₉│⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔≡ ∆╢↓≤≤↕╣≡™╕∆⅜⁸

⌂ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡⁸ ≢│ᵑ ⁸ ⁸ ─ ⁸

∕─ ─ ─ ⁸ᵒ ┘ ─ ⁸ᵓ ⅜ ↕╣≡™╕∆ ₈ ─ ╩

∆╢ ─ ⌐ √∫≡─ ⌐≈™≡

ה  ₉⁹⌂⅔⁸∕─ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ╛ ─

⅜ ⇔≡™╢ ⅜ ╕╣ ─ ⁸∕─ ─ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡⁸

⁸ ─ ┘ ┘⌐ ⁸ ⁸ ∕─ ─ ─ ─ ⅜ ╕╣╢╒⅛ ⁸

─ ⌐ √∫≡│⁸ ⌐ ∂⁸ ─ ╙ ⌐∆

╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤↕╣≡™╕∆ ⁹╕√⁸ ≢

╠╣√ ⌐≈™≡╙⁸ ─ ─ ≤⌂╢ ≤⇔≡

╡ ╦╣╕∆ ─ ⁹ 

⌂⅔⁸ ≤ │⁸ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹

╕√⁸ │⁸ ≤ ⁸ ─ ≤™℮╟℮⌐ ⅛

⌐ ↑≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹∕─√╘⁸ ─

≤ │⁸ ⌐ ╖ ╦∑≡ ↕╣╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕

∆⁹ │⁸ ─ ╩ ⇔√ ≢∆⁹ 

・収集資料等 

・航空測量で得られた基礎資料 

・現地精通者の証言 

筆界案の作成（Ｅ７-１） 

現地確認の実施（現地精通者同行）（Ｅ７-２） 

長狭物の調査（Ｅ７-３） 

特殊な土地に対する処理（Ｅ７-４） 

図面等調査により実施する。 

・筆界案 

・筆界案説明のための資料・調査結果等 

・現地精通者の証言等 

・プレゼンテーション装置等 

地目の調査（Ｅ７-５） 

現地調査等の通知（Ｅ７-６） 

土地の所有者等の集会所等での筆界の調査・確認（Ｅ７-７） 

 

現地調査の実施（必要な場合に一部実施）（Ｅ７-８） 

調査図の作成（Ｅ７-９） 

図３８  現地調査等の流れ 

図３９ 筆界推定の根拠を表示した筆界案 

1 │⁸ ⁸ ⁸ ─ ⁸ ∕─ ─ ─ ⁸ ┘ ─

⁸ ∕─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔⁸⅛≈⁸ ─ ─ ╩ ≡ ∆╢⁹ 

2 ╩ ℮ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ≤

↕╣╢ ╩ ⌐ ⇔√₈ ₉╩ ⇔⁸↓╣╩ ™≡ ─ ╩ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 
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表２４ 筆界案の作成において用いる情報等（例） 

⌐ ™╢       

 ┘ ⅜ ─ ≢ ∆╢ ⌐ ↕╣√  

─ ↕╣√  ─ ⁸ ┘ ≤─ ⌐ ─ ™ ⌐ ↕╣√  

⌐╟╡ ↕╣√  
⌐╟╡ │ ↕╣√ ╩ ∆ ⁸ ╛ ─

┘  

─  ─ ⁸ ⌐⅔↑╢  

─ ⌐│⁸ ≤─ ⅜ ↄ⌂™╙─╙№╡╕∆⁹ ─ ⌐⅔↑╢ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

¶ ─ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ─ ⁸ ─ ≢─ ╩ ∆╢⁹ 

¶ ⅜≥─ ⅛╠ ≡ ↕╣√⅛≤™℮ ≢ ∆╢≤⁸ ≤ ─ ↑⅜≢⅝╢ ⅜№╢⁹ 

¶ ⌐ ⁸ ╩ ╗ ⁸ ⁸ ─ ≤⌂╢╙─⅜№╢ │⁸∕─ ╩ ⌐⁸

⌐ ≠↑╢ ⁹ 

¶ ≤ ─ ↑⅜ ⌂ │⁸

≤ ∆╢≤ ╩ ⇔╛∆™ ⅜№╢⁹ 

¶ ⌐⁸∕─ ⅜ ─ ⅜№╢ │⁸∕╣╩

≤⇔≡ ─ ┘ ╩ ∆╢⁹ 

¶ ↕╣√ ─ │⁸ ─ ─ ╩╕∏

↑╢⁹ 

¶ ⁸ ─ ↑╩ ∫√ ⌐⁸ ╩ ╢

─ ╩⁸ ─ ⁸ ─

─ ╩ ⌐⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

¶ ─ ⌐╟╡⁸№╢ ─ ╩ ∫√

⌐ ╩ ∆╢≤⁸ ≢ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂

™ⱳ▬fi♩⅜ ⌐⌂╡ ≢№╢⁹ 

 

（３）現地確認の実施（Ｅ７-２） 

│⁸ ⇔√ ─╖≢│ ─ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡⁸ ╩ ∫≡ ™⁸

┘ ⌐ ≠™≡ ⌐ ∆╟℮⌂ ⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹ 

 

表２５ 現地確認時の調査事項及びその内容 

                          ─   

─ ─  ┘ ⌐ ─ ─ ┘ ╩ ∆╢⁹ 

─  ⌐ √∫≡│⁸ ≤⇔≡ ─ ╩ ╢⁹ 

⌐ ∆╢ ─  
⁸ ┘ ─ ⌐ ∆

╢≤≤╙⌐⁸ ⌂ ⌐ ╘╢⁹ 

─ ┼─  
⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂

╩ ∆╢⁹ 

─ ⌐ ∂≡

≤ ╩≢⅝╢ ╡  

─ ה ─ ⁸ ה ─ ─ ⁸ ה ≤

─ ⅜ ה ≤ ⇔⌂™ ⁸ ה ─

⁸ ⁸ ≤ ─ ≤ ⁸ ─ ⁸ ─ ⁸

∕─ ≢─ ─ ─ ⌐⅔™≡ ≤ ╦╣╢ ⁹ 

β ─ ╩ ≢⅝╢ ⌐№╢ ⌐│⁸☻♥꜠○ ╩

∆╢≤ ≤⌂╢ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢ ⅜№╢⁹ 

─  

╩ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⁸ ╩

™√ ⌐╟╡ ╩ ⇔⁸∕─ ╩ ⌐ ∆╢⁹↓╣

╠─ ⅜ ⌂ │⁸Ɫfi♦▫ ╩ ™╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

図４０ 調査図素図の骨格の対応付けによる筆界案作成 
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╩ ℮ ⌐ ≤ ∑╩ ™⁸ ─ ─ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ─

≤∆═⅝⅛ ⇔√ ≢⁸ ─  ┘ ╩ ™╕∆⁹ ╕√⁸ ─ │⁸ ─

╩ ╘⁸ ≢─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ ─ ⅜ ╩ ≢ ∆╢ ⌐ ⌂ ─ ╛ ─ ⌂≥ ╩

⅛╠ ⅝ ╡⇔⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹↓─╒⅛⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ┼─ ⌐ ⌂

╛ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ╛ ─ ╩ ⇔≡ ™ ⅛═╢√╘⌐ ⌂

⌐≈™≡ ∆╢≤ ≢∆⁹√≤ⅎ┌⁸ ⅛╠ ⌐ ⅛℮ ─ⱦꜙכⱳ▬fi♩⅛╠─ ⁸ⱦ♦○

╙ ─ ─ ⌐ ∆╢≤ ⌂ ⅜№╡╕∆⁹ ≢ ─ ⌐ ⇔≡ ╩≥─

╟℮⌐ ∆╢─⅜ ⅛≤™℮ ⅛╠─ ╙ ≢∆⁹ 

⌐⅔™≡│⁸ ╛ ╩ ⇔╕∆ ⁸ ⁹ ─ ⁸ ⌐

⅜№╢ ⌐│⁸ ┘ ⌐ ≠⅝⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（４）長狭物の調査（Ｅ７-３） 

≤│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸╖∙⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ │ ─

─ ╩™™⁸∕╣╠⅜ ⌐ ∆╢ ⌐│⁸∕─ ─ ⅜ ↕╣≡™╕∆─≢⁸∕╣⌐ ∫

≡ ⇔╕∆ ⁹ 

¶ ─  

⌐⁸ ⅜ ╕╣≡™╢ │⁸∕─ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ⁸ ─ ≢

≤ ⇔⁸ ─ ─ ─ ╩ ∆╢ ⁸ ≤─ ≢ ╩

∆╢ ⌐≈™≡ ⇔⁸∕─ ⌐ ∫≡ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─  

─ │⁸ ⅜№╢ ⌐│⁸∕╣╠─ ╛ ≢ ╠╣√ │ ⌐

∂≡ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ─ ┘ ╩ ⇔╕∆⁹ 

¶ ─  

─ │⁸ ≤─ ⌐╟╡ ╩ ⇔╕∆⁹ ⌐ ⅜ ↕╣≡™╢

⌐│⁸∕─ ⌐ ∫≡⁸ ⌐ ∫≡ ─ ╩ ™≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 
 
（５）特殊な土地に対する処理（Ｅ７-４） 

⌂ ⌐ ∆╢ │⁸ ⌐⅔↑╢ ≤ ⌐ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

¶ ⅜ ╠⅛≢⌂™ ─   

¶ ⁸ ⁸ ⅜№∫√╙─≤⇔≡─ ⁸ ⁸  

¶ √⌐ ─ ╩∆═⅝ ╩ ⇔√ ─  

¶ ⇔√ ⅜№╢ ─  

¶ ─ ╩ ≤⇔ │ ≤∆╢ ─  

¶ ─  
 

（６）地目の調査（Ｅ７-５） 

─ │⁸ ─ ⌐≈™≡⁸∕─ √╢ ⌐≈™≡ ─ ─ ⌐╟╡ ─

╩ ⇔≡⁸╕√ ⌐ ∂≡ ╩ ⇔≡ ™╕∆⁹ ≤ ─ ≤⅜ ⌂╢

⌐│⁸∕─ ─ ╩ ⇔ ⌐ ⇔╕∆ ⁹ 

図４１ 里道の位置の調査写真 図４２ 青線の始点位置の調査写真 
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（７）現地調査等の通知（Ｅ７-６） 

≢─ ─ │⁸ ≢ ═√≤⅔╡≢∆⅜⁸ │ ─ ⌐

≈™≡ ⇔╕∆⁹ ⁸ ─ ⁸ ╛⅛⌐ ─ ⌐ ⇔≡ ─ ╩ ⇔╕∆⁹

╕√⁸ ⌐│⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ─ ⅜ ⇔≡™╢ │⁸ ⌐ ⇔≡™√∞ↄ╟℮

⇔╕∆⁹ 

表２６ 集会所等での図面等調査の開催通知送付等における留意点 

 ⌂  

─  

─ ⅜ ╕╡╛∆™ ≢ ─  

β ─ ⌐ ⇔≡™⌂™ ╛ ↄ⅛╠ ∆╢ ─ ─ ╙№╡⁸

─ ⌐⅔™≡│ ─ ╙ ∆╢ 

∆╢  ─ ⁸ ⁸ ⁸  

 ─ ─ ╩ ⇔≡⁸ ∞↑≢⌂ↄ ─ ╙ ∆╢⁹ 

─ ─

─ ╡ ↑ 

⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ─ ⅜ ⇔⌂™╟℮⌐

∆╢⁹ ─ ╩ √∑⌂™╟℮⌐⁸ ╛ ╩

╡ ↑╢ ─ ⅜ ≢№╢⁹ 

─ ה ─  

─ ⌐ ⇔⁸ ─ ─ ─ ⅜ ⌂╢ │⁸ ⅜ ⌐ ─

╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹∕╣⅜ ⌂ │⁸ ₁⌐ ─ ╩ ⇔⁸

─ ─ ⅜ ⌂╢ │⁸∕─ ╩ ─ ┘ ⌐ ⇔⁸

⅜ ⌐ ╩∆╢ ─ ╩ ∂╢⁹ 
 

（８）土地の所有者等への集会所等での筆界の調査・確認（図面等調査）（Ｅ７-７） 

① 集会所等における図面等調査の実施 

─ ⌐≈™≡│⁸ ─≤⅔╡ ↕╣≡™╕∆ ─ ⁹ 

 

② 集会所等における筆界の調査方法 

⌐⅔↑╢ ─ ╩♃כ♦◓fi◦fi☿♩כ⸗ꜞ⁸₈│≡™≈⌐ ⇔√ ⌐⅔↑╢

≢─ ─ ה ⁸ 12 ⌐ ⅜№╡╕∆⁹↓╣│⁸

⅜ ∆╢ ⌐ ∆╢ ≢∆⅜⁸ ≤⇔≡ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

▪ ≢ ℮ ─ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ─ ─ ⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

¶ ╩ ⇔√ ≢│⁸ ╩ ⌂ↄ⇔≡ ╩ ╢ ⅜№╡╕∆⅜⁸ ⌂ │

⇔≡⅔⅛⌂↑╣┌ ─ ─ ⅜ ╠╣╢ ─ ╛ ⅜≢⅝∏⁸ √⌂ ╛

⅜ ⌐ ⇔≡⁸ ⅜ ⅎ╢↓≤⌐⌂╡╕∆⁹ 

¶ ↓─√╘⁸ ╩ ⇔√ ≢ ╩ ⇔≡™╢ ⁸ ─ ≤ ╩ ⌐ ⇔√

│ ⇔≡™╢ ⌂≥⁸ ╩ ⇔√ │ ≢⅝╢ ≢№╢≤ ─ ⅜ ≢⅝╢

≤ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

¶ ─ ⌐≤∫≡⁸ ╩ ∆ ╛ ⌐╟╡ ⇔√ │⁸ ↔╤ ╣⌂™ ≢

№╡⁸≢⅝╢ ╡ ⅛╡╛∆™ ╛↓≤┌≢ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ≢ ╦╣≡™╢ ╛ ─ ╩

∫≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⅛╠ ╖ ╣╢ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⅝↕ ─

╩ ⇔⁸ ─ ⌐ ─ ─ⱥfi♩╩ ⇔╕∆⁹↕╠⌐⁸ ─ ≤─╛╡ ╡─ ≢⁸

│⁸ ⌐ ≠™≡⁸ ⌐ →╢™∏╣⅛─ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐≈™≡⁸∕─ ⁸

⁸ ┘ ─ ╩ ℮╙─≤∆╢ 

 ╩ │ ⇔⁸ ╩ ⌐ ╢ ─ ⌐ ∆╢  

 ╩ │ ⇔⁸ ∕─ ─ ⌐⅔™≡⁸ ╩ ⌐ ╢ ─ ⌐

∆  

 ⌐ →╢╙──╒⅛⁸↓╣╠⌐ ∆╢╙─≤⇔≡ ⅜ ╘╢  

╕√⁸ ─ ╩ ℮≤⅝│⁸ ⌐ ╢ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐ ∆

╢ │ ─ ╩ ╘╢≤≤╙⌐⁸∕─ ╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 
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─ ─ ╩ ™≡⁸ ─ ⅜╙≈ ─▬ⱷכ☺╩ ⅝ ╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ⅎ╢

⅜№╡⁸ ⌐◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi☻◐ꜟ⅜ ╘╠╣╕∆⁹ 

¶ ─ ⌐ ∆╢ │⁸ ∆╢ ⁸ ─ ─ ⌐╙ ⅛╡╛∆™ ─ ⌐

╘╕∆⁹ ⁸ ⁸ ה ─ ─ │ ⅝ↄ⁸ ⅛╡╛∆™ ≤⇔╕∆⁹╕√⁸ ⁸ ─

╩ ∆╢√╘─ │ ≤⇔≡─ ≢╙╟™─≢ ∆╢↓≤≢⁸ ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

▬ ─ ⌐ ∆╢ ⌐│⁸ ─╙─⅜№╡╕∆⁹ 

¶ ╛○ꜟ♁  ╛○ꜟ♁ │⁸ ─ ─

⌐╙ ⅛╡╛∆™ ─╟℮≢∆⁹ ╩ ∆ ─○ꜟ♁ ≢│

⅜ ⅝ↄ ⇔ ⇔≡™╢↓≤⅜ ™─≢⁸ ─ ─○ꜟ♁

╩ ╦∑≡ ∆╢≤⁸⅛≈≡─ ⁸ ⁸

╙ ≢⅝ ≢∆( ) ⁹ 
 

¶  ⌐⅔™≡│⁸ ╛ ⁸ ─ ה ⅜

≤⌂∫≡™╢↓≤⅜ ↄ⁸ ╛ ⁸ ╩ ∆ ╩ ⌐

∆╢↓≤⅜ ⌂ │ ─ ⌐ ⌐ ≢∆⁹╕√⁸

─ ⌐№╢⁸⅛≈≡─ ╛ ⌂≥─ ─ ⅜

≢│ ≢⅝⁸ ─ ─ ™ ╩ ⌐ ─ ╩ ∆

╢ ⌂≥⌐ ≢∆ ⁹ 
 

¶ ─ ╛ ─◑ꜗ♇ⱪ⅜ ≢№╢ ⅜№╡⁸ ⌐

∆ ≤ ╖ ╦∑≡ ─ ╛ ─ ─ ™╩ ≢

⅝╢ ⅜№╡╕∆⁹╕√⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ⌐⁸

╩ ∆╢≤⁸ ⌂ ≤⇔≡ ≢∆⁹ │⁸ ⌂

─ ╛◑ꜗ♇ⱪ╩ ⇔╕∆( ) ⁹ 
 

¶ │⁸ ◙כ꜠ ─Ɽꜟ☻─ ⅛╠ ⁸ ─

╩ ⇔√ ≢∆⁹ ─ ™⌐╟╢ ─ ⁸ ─

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝⁸ ╩ ∆╢ ≤⌂╡╕∆ ⁹ 
 

 ≢ ╩ ∆╢ ≤⇔≡│⁸↓╣╠─ ╩ⱬכ☻⌐

⇔√ ╩ ⇔╕∆⁹↓╣╠─ ╩ ─ ⌐ ⇔√≤⅝

⌐⁸ ∆╢ ─ ╛ ─ ╩ ∆╢╕≢⌐ ╩ ⇔╕∆⁹↓

─√╘⁸ ╩ ⇔√ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⅜ ╩

↑≡™╢ ─ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⁸ ─ ⁸ ⁸

⁸ ⌐ ⇔≡™╢ ─ ⌐≈™≡╙ ⇔≡

⅔ↄ↓≤⅜ ╕⇔™≤ ⅎ╕∆⁹↕╠⌐⁸ ─ ─ ─ ⌐

⌂ ⁸ ╛ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ╛⁸

∆╢ ╛ ⁸ ⁸ ⌂≥─ꜝfi♪ⱴכ◒╩ ⌂ ╡ ∆╢

≤⁸ ╛ ⅜☻ⱶכ☻⌐ ╖╕∆⁹ 

╕√⁸ ≢ ⇔√ ╛ ⌂≥╩ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌐ ⇔√ ╩ ⌐ ↑≡⅔ↄ≤ ⅜ ≤⌂╡

╕∆⁹↕╠⌐⁸ ⌐≈™≡│⁸ ≢⁸ ─ ╢↕

╛◖fi♩ꜝ☻♩╩ ⇔≡ ∆╢≤ ⌐ ⅜ ∆╢ ╙№

╢─≢⁸ ⌐ ∂≡ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ─ ≢ ה ⇔√ ⁸ ∕

─ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ה ⌐ ⅎ╕

∆⁹ ≢⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⇔≡⅔⅝⁸ ⌐╟╢

⌐ ⅎ╕∆⁹ 

  

図４３ 筆界案（オルソ画像） 

図４５ 樹高分布図と筆界案 

図４４ 微地形表現図と筆界案 

図４６ 林相識別図と筆界案 
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► ⌐ ∆╢ ⌂ ≤ ─  

⌐ ∆╢ ⌂ │ ─≤⅔╡≢∆⁹╕√⁸ ─ │⁸ ≢⅝╢ ─ ⌐╟∫≡

╙ ⌂╡╕∆⅜⁸ ⌂ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

 

表２７ 説明会当日に準備する主な物品等 

ᵑ ─ ⁸ᵒ ─ ⌐ ∆ ⁸ᵓ ─ ─ ⁸ᵔ

⁸○ꜟ♁ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ᵕ ∟ ⁸

⁸ ⁸ ⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ⌐ ⇔≡™╢ ⁸

⁸∕─ ⌐ ⇔√ ⁸ᵖⱤ♁◖fi ─♁ⱨ♩ ┘ ⸗♬♃ ⌂ ╡ ⅝™ ─

╙─⅜ ╕⇔™ ⁸t ⱪ꜡☺▼◒♃ fiכꜞ◒☻┘ ⌐╟╢ ⌐≈™≡ⱪ꜡☺▼◒♃╩ ⇔≡ ∆╢ ⁸ᵘ

Ⱪꜟ⁸ᴝכ♥ה ⇔ↄ│ ⁸ɯ ⌐◖ⱷfi♩⅜№╢ ─ ⁸v ⱲכꜟⱭfi ⱲכꜟⱭfi

≤ Ɑfi╙ ∆╢≤╟™ ⁸ᵜ ⁸ᵝ ⁸ᵞ ─  

 
 

◄ ┘ ╛ ─  

≢│⁸ ─ ⁸ ╛ ⌐╟╢ ─ ⌐ ∆╢ ╩ᵒ─ ה ♫כ◖

≢כ ⅜ ℮↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹↓─◖⁸│≢כ♫כ ─ ╙ ╠╣╢╟℮⌐⇔≡⅔↑┌⁸

─ ⅜ ⌐ ─ ─ ╛ ╩№╠⅛∂╘ ≢⅝╢√╘⁸ ─ ⅜☻ⱶ

⌐☻כ ╗↓≤⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

○ ┘ ╩ ∫√ ─ ≤  

│⁸ ─ ┘ ╩ ™√ ─ ≢∆⁹ 

│⁸ ─ ≤ ⌐ ∆╢─⅜ⱬ☻♩≢∆⅜⁸

₁⌐⇔⅛ ≢⅝⌂™ ╙№╡╕∆⁹ ─ ⌐│ ₁⌂

⅜ ⅎ╠╣╕∆⅜⁸ ─ ≤ ⅜ ⇔≡ ™⁸╕∏

─ ⌐╟∫≡ ⇔⁸∕─ ⸗♬♃⌐ ≢ ⇔≡™

╢ ה ─√╘─ ╩ ⇔≡⁸ ╛ ה ╩ ℮

⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

↓─ ⁸ ≤ ─ ╩∕╣∙╣ ─ ⅜ ⇔≡ ∆╢

─⅜⁸ ─ ⅜☻ⱶכ☻⌐ ⅎ╢╟℮≢∆⁹ ─ ╩

∫√ ≢│⁸ ╘⌐ ∆╢ ─ ╕⅛⌂ ╩ ─ ⌐

⇔╕∆⁹ꜝ fi♪ⱴכ◒≤⌂╢ ╛ ─ ─ ⁸ ─

⅛╠≥─╟℮⌂ ≢∕─ ⌐ ↄ⅛ ∆╢≤⁸☻ⱶכ☻⌐

⅜ ╗ ⅜№╡╕∆⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ─ ╩ ↑√ ™ │⁸₈ ⅜≥↓⌐№╢⅛ ⅛╠⌂™₉

出
入
り

➀ 

受

付 

②航測法の地籍調査を説

明するコーナー 

・待機時間を有効利用し

て所有する土地の位置等

③筆界案説明・確認スペース 

・大判印刷図面 

・資料等 

ＰＣモニタ 

土地の所有者等 

説 明 者
関
係
者
等 

必要に応じて 

複数台設置 

④地籍調査票への署名

又は記名押印スペース 

図４７ 説明会場の配置例 

図４８ 筆界案の確認風景 
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≤™℮ ╙№╡╕∆─≢⁸ ⅜ ╩ ⇔√ ⌂≥╙ ╘≡╟╡ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

⌐ ┘ ─ ╩⁸ ≢ ╠╣√ ⁸ ─ ╩ ™≡ ⇔╕∆⁹∕─

≢⁸ ╩ ⌐ ⇔√ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╘╕∆⁹↓─ ≢⁸ ─ ⅛╠ ⌂

─ ─ ⅜ ╠╣√ │⁸ ╛ ⅜ ⌂ ⌐│ ⇔√ ╩ ─ ⌐ ⇔

╕∆⁹ ╩ ⇔√ │⁸ ─ ╩ ⅎ≡ ∆╢≤ ⅛╡╛∆ↄ⌂╡╕∆⁹ │⁸ ─ ─

⌐╟╡ ╩ ⇔√ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≢ ─ ⅜ ╠╣⌂⅛∫√ ╛⁸ ─ ⅜╟╡ ⌂ ╩ √™≤ ↕╣╢

│⁸  ╩ ™≡ ⌐ ⌐ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹  │ ╛ ה ⁸ ⅜

≢⁸ ╛ ⁸ ⁸ ─ ╙ ≢⅝╢√╘⁸ ⌂ ╩ ⇔≡

╩ ™╕∆ ⁸ ⁹ 

⌂⅔⁸ ≢ ה ה ╩ ╡ ∆↓≤⌐╟∫≡⁸ ╩ ⅛╠ ≢⅝⌂ↄ⌂╢ ─ ╙

™╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐⅔™≡│ ⅜ ≢∆⁹↓╣╕≢─ ─ ≢│⁸ ─ ╛

⁸Ɽ♁◖fi─ ⸗♬♃⌐ ↕╣⁸ ⅜╦⅛╢╟℮⌐ ↕╣√ ╛ ⁸ ⌐╟╢ ≢⁸

ↄ─ ─ ─ ₁│ ─ ╛ ─ ╩ ⇔≡™√∞™≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

ⱪ꜡☺▼◒◦ꜛfiⱴ♇Ⱨfi◓─ ╩ ⇔⁸ ⱪꜞfi♃כ≢ ⇔√ ⌐⁸ ⁸ ⁸

╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ ╛⁸ ─ⱦ♦○ ╩ ∆ ─ √⌂ ╖╙ ⌐ ╘╠╣≡™╕∆⁹ 

─ ≤ ⌐⁸↓─ ≢ ─ ⅛╠ ⌂ ─ ─ ⅜ ╠╣√ │⁸

╛ ⅜ ⌂ ⌐│ ⇔√ ╩ ⌂╢ ≢ ⇔⁸ ─ ⅜ ─ ╩

⇔√ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

◌ ─ ⌐ ≠ↄ │  

⌐╟╢ ╛ ╩ ™√ ─ ⁸ ⌐≈™≡ ─ ─ ⅜ ╠╣√ │⁸

⌐ │ ╩™√∞⅝⁸ ─ │ ≢∆⁹ 

  

図５０ 土地の所有者等による筆界確認の風景 図５１ 筆界案のＧＩＳを使った３Ｄ表示 

図４９ 土地の所有者等による確認の結果、修正した筆界案の例 
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（９）現地調査の実施（Ｅ７-８） 

① 現地調査の実施 

⌐≈™≡⁸ ─ ⅛╠ ─ ⅜↕╣√ ≢⁸∕─ ≢│ ≤ ≢⅝⌂™ │⁸

╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⇔√ ⌐ ⇔≡ ⅜ ╠╣∏⁸∕─ ≢ ⌂ ─ ╙ ╠

╣⌂⅛∫√ ⁸ ⌐ ↑┌ ⅜ ⅛╢ ─ ⌐ ⇔≡╙ ╩ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ─

≢ ⌐│ ⌐ ╣⌂™ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≢ ─ ╩ ⇔⁸∕─ ⌐ ≠⅝ ≢

╩ ™≡ ╛ ─ ╩∆╢≤™℮↓≤╙№╡ ╕∆⁹∕─ ─ ≢ ╩ ≢⅝╢ ╖⅜⌂

ↄ⁸ ⌐ ∫≡╙ ⅜ ⅛╠⌂™ ─ ⅜ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ⁸ ⁸

│ ─ ⌐ ≠⅝ ≢⅝⌂™≤⅝│⁸ ≢ ─ ⁸ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸↓╣╠

─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ╩ ⇔╕∆⁹ ╩ ⇔≡ ⅜ ≢⅝√ ⁸∕─

⌐ ⇔⁸∕─ ⅜ ⌐╟╢ ≢ ≢⅝╢ │⁸∕─ ≢ ─ ╩ ⌐ ⇔╕

∆⁹ 

 

② 補備測量の決定 

≢ ↕╣√ ─ ⅜ ⌐╟╢ ≢│ ≢⅝⌂™ │⁸ ╩ ⇔╕∆⁹

─ │к ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

③ 調査図の作成 

⌐⅔↑╢ ─ ⌐╟╢ ─ ⅜ ⇔√ ≢⁸∕─ ╛ ─ ╩

⇔ ⇔√ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

（１０）土地の所有者等の筆界の確認の成果 

┘ ⌐ ∂≡ ╩ ⇔√ ≤⇔≡⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ─ │

─≤⅔╡ ↕╣╕∆⁹ 

 

表２８ 土地の所有者等の筆界の確認の成果 

 

 

 

 

  

ᵑ ה ⁸o ⁸ɔ ─ ⁸ᴖ ≢─ ⁸ᴗ

♃כ♦GISה ⁸ᵖ ⁸ᵗ ⁸ᵘ ⁸ᵙ ה ⁸

ᵚ  
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᷂ ᶫԍᶫ ̸ - › ᷂ ὑ ›  ᷂ ᶫԍᶫ ̸ - › ᷂ ὑ ›  
─ │⁸ ⌐ ⌐╟╢ ≤ ≢⁸ ─ ⌐╟∫≡ ↕╣╕∆⁹

─ ─ │⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ≤ ≤⇔≡ ╡╕≤╘╕∆⁹ 

│⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᷂ ᶫ֗ ᷂ ̸ ›            
╙⁸ ⌐ ⌐╟╢ ≤ ≢⁸ ─ ⌐╟╡ ↕╣╕∆⁹ 

│⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵑ  

ᵒ  

ᵓ ╡  

ᵔ ─ ╡ ⅜№∫√  

ᵕ ─ ╡ ⅜№∫√  

ᵖ  

ᵗ  

ᵘ  

  

ᵑ ─  

ᵒ ┘  

ᵓ  

ᵔ  

ᵕ  

ᵖ ⌂  

ᵗ ─  

ᵘ  

ᵙ  

表３０ 地籍簿案の作成工程の成果 

 

Ｇ１ 

1 作
業
の
準
備 

ＦⅡ-２２ 

地
籍
図
原
図
の
仮
作
図 

Ｇ２ 

地
積
測
定
・
計
算
及
び
点
検 

ＦⅡ-２３ 

地
籍
図
原
図
の
作
成 

Ｇ３ 

取
り
ま
と
め 

図５２ 地籍図原図の作成工程 

表２９ 地籍図原図の作成・地積測定の成果 

Ｈ１ 

1 地
籍
調
査
票
の
整
理 

Ｈ２ 

地
籍
図
原
図
の
整
理 

Ｈ３ 

地
籍
簿
案
の
作
成 

Ｈ４ 

実
施
者
検
査
（
閲
覧
前
） 

Ｈ５ 

閲
覧 

Ｈ６ 

1 誤
り
等
申
出 

Ｈ７ 

数
値
情
報
化 

Ｈ８ 

認
証
関
係
書
類
の
整
理 

図５３ 地籍簿案の作成工程 
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›                   

１．地籍調査事業（航測法による地籍調査）工程管理及び検査規程細則 

╩ ™√ ⌐ ∆╢ ┘ ⌐≈™≡│⁸₈ ⌐╟╢

┘ ה   

⁹ ₈ ₉≤™℮⁹₉ ┘₈ ⌐ ╢ ⌐╟╢ ┘

ה  ₉⅜ ↕╣≡™

╕∆⅜⁸ ≢│ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ ≢ ↕╣√ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

表３１ 航測法による地籍調査の作業工程 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ ─ ⌐│⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ≤ ⌐ ─╙─ ⁸ ⁸ ⁸ и- ⁸ ⁸

┘ ≤⁸ ─ ╩╙≈ ┘ ⅜№╡╕∆⁹ ─ ≢│⁸ ─ ╩

⇔⁸∕─ ─ ⌐≈™≡│ ─╖ ⇔╕∆⁹ 

２．航測法を用いた地籍調査事業の工程小分類 

（１）Ａ、Ｂ及びＣ工程の小分類 

⁸ ┘ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

↓╣╠─ ─ ┘ │⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ─  

ה   ⅝ 

   

   

   

   

иΊ   ─  

   

  ┘ ─  

ה    

 ─  

 ≤─  

 ─ ה  

 ⌐ ∆╢ ─  

 ─  

 ─ ─ ה  

 ─ ─  

  

  ─  

   

  ─  

  ┘  

   

   

  ╡╕≤╘ 

   

   
  

  ─  

   

  ─ │ ─  

  ─  

  ─  

表３４ Ｃ工程の小分類 

 

表３２ Ａ工程の小分類 

 

表３３ Ｂ工程の小分類 

 



 

43 

 

（２）ＲＤ工程 

①ＲＤ工程の小分類 

─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ │⁸ ⌐ ↑╠╣≡™╕∆⁹ 
 

 

 

 

 

②ＲＤ工程の点検内容 

▪ ─ │ ◙כ꜠ ≢ ∆╢ ─ ╛ ⅜ ⇔≡™╢⅛⁸

─♃כ♦╢∆ ⁸ ⅜ ≢№╢⅛⁸ ╛ ⌐ ⌂ ⅛≥℮⅛╩ ⇔╕∆⁹ 

▬ ─ ─ ⁸ ◙כ꜠ ♁ꜟ○⁸♃כ♦ ⌐≈™≡⁸ ⌐

↕╣√ ⅜№╢⅛⁸ ╛ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ ─ ⅜ ↕╣√ │⁸∕─

⅜ │ ⌐ ∏╢ ⅜↕╣≡™╢⅛≥℮⅛╩ ⇔╕∆⁹ 

► ┘ ─ ─ ╛ ⅜ ⅛≥℮⅛⌐≈™≡⁸

⁸ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ 

◄ ─ ⌐≈™≡⁸ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢⅛≥℮⅛╩ ⌐⅔™≡

⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ╡ ⌐≈™≡⁸ ⌐╟╡ ⇔

╕∆⁹ ≤⇔≡ │ ─ ╩ ⇔√ │⁸ ⌐ ∫≡™╢⅛⌂≥╩ ⇔╕∆⁹ 

○ │ ◙כ꜠ ≢│⁸ ─ ╛ ⁸ ☻כ◖

─ ⁸ ─ ⁸ ⁸ ה ─ ⁸Ɫ꜠כ◦ꜛfi╛ ─ ┘ ─ ™⌂

≥⌐≈™≡⁸ ⁸◘ⱶⱠ▬ꜟ ⁸ ☻כ◖ ⁸ ≢ ⇔╕∆⁹╕√⁸

─♃כ♦ ⁸ / ─ ⌐≈™≡│ / ⌐╟╡ ⇔

╕∆⁹╕√⁸ ◙כ꜠ ≢│⁸ ⌂≥ ─ ⌐≈™≡ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹╕√⁸

⁸ ─ ⁸ ╣─ ⌐≈™≡ ◙כ꜠ ⁸ ⁸ ╣ ≢

⇔╕∆⁹ ─♃כ♦ ⁸ / ─ ⌐≈™≡│ /

⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ 

◌ │ ◙כ꜠ ─♃כ♦ ≢│⁸ ─ ╛

─Ɽ☻ⱳ▬fi♩ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ≢ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ◙כ꜠

─♃כ♦ ≢│⁸ ─♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○⁸♃כ♦ ⌐≈™≡⁸ ♃כ♦ ⁸

≢ ⇔╕∆⁹╕√ ╩ ≢ ⇔╕∆⁹ 

◓ꜝ►fi♪♦⁸│≡™≈⌐♃כⱨ▫ꜟ♃ꜞfi◓ ─ ⁸◓ꜝ►fi♪♦כ♃─ ╩ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi◓

┘◓ꜝ►fi♪♦כ♃ ≢ ─♪♇ꜞ◓⁸│≡™≈⌐♃כ♦♪♇ꜞ◓⁹∆╕⇔ ⁸ ─

ה ⁸ ─ ♃כ♦♪♇ꜞ◓╩ ♃כ♦♪♇ꜞ◓┘ ≢ ⇔╕∆⁹  

 ╩ ∆╢  

 ─  

 
⌐⅔↑╢ ┘

─  

 
⌐⅔↑╢ ┘

 

 ⌐⅔↑╢  

 ⌐⅔↑╢  

 ⌐⅔↑╢ ┘  

 
⌐⅔↑╢ ┘

─  

  

 ─  

 ─  

 ┘ ─  

 ─  

 │ ◙כ꜠  

 │ ◙כ꜠ ─♃כ♦  

 
│ ╩♃כ♦ ™√

─  

 ╡╕≤╘ 

  

  

 ─ ┘  

  

  

表３５ ＲＤ工程の小分類 
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◐ │ ─ ╩♃כ♦ ™√ ─ ─ │○ꜟ♁ ⌐≈

™≡⁸ ─ ∏╣ ⁸ ─ ╛ ⁸⸗◙▬◒─ ╩○ꜟ♁ ┘

⌐╟╡ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ ╩ ⇔√ │⁸ ─ ∏╣

╛ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

─ ─♃כ♦ │ ⌐≈™≡⁸ ─ ∏╣ ╛ ─ ╩

⇔╕∆⁹╕√⁸ ⁸ ─ ╩ ⇔√ ╙ ⌐⁸ ─ ∏╣

╛ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

◒ ╡╕≤╘ ─ ⅎ⅜ ꜟ▬□ⱨ□▬ꜟ─ⱨ♃כ♦⁸⅛℮≤⅛╢№≢ ⁸ ⁸

⅜ ⅛╩ ⇔╕∆⁹ 

◔ ─ ─╒⅛⌐⁸ ─ ─ Ɽכ☿fi♩ ╩ ⇔≡⁸

⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢⅛≥℮⅛╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─

⌐≈™≡ ╩ ™╕∆⁹ 

◖ ─ ─╒⅛⌐⁸ ─ ─ Ɽכ☿fi♩ ╩ ⇔≡⁸

⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢⅛≥℮⅛╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─

┘ ─ ⌐≈™≡ ╩ ™╕∆⁹  

◘ ─ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ 

 

（３）Ｅ工程 

⁸ и- ⁸ ┘ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  ─  

  ─  

  ─  

  ─  

  ─  

  ─ ─  

   

  ╡╕≤╘ 

   

   

и  ─  

иΉ   ─  

иΉ   ─  

иΉ   ─  

иΉ    

иΉ    

 ┘ ─  

  ─  

  ─  

  ─  

   

   

  ╡  

   

  ─  

   

   

G  

  ─  

  ⁸ ┘  

  ╡╕≤╘ 

   

   

表３６ Ｅ工程の小分類 

 

表３９ Ｈ工程の小分類 

 

表３７  Ⅱ－２工程の小分類 

 

表３８ Ｇ工程の小分類 
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３．第三者機関による地籍調査成果品の検定 

（１）検定可能な機関 

⌐╟╢ ─ ╙ ≤ ⌐⁸ ╩ ⇔⁸⅛≈ ≤⇔≡─ ⅜ ↕╣√

≤⇔≡ ⌐ ↕╣≡™╢ ─℮∟⁸ ≢ ╘╠╣√ ╩ √∆ ⌐ ╛

⌐ ╘╠╣√ ⌂ │ ↕╩ ↕╣≡™╢⅛ ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝⁸ ─ ╩ ∆╢

↓≤⅜⁸₈ ₉≢ ╘╠╣≡™╕∆⁹╕√⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ≢─ │ ≤⌂∫≡⅔╡⁸

↑⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

≢⁸ ╩ ╗ ─ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢ │ ─

≢∆⁹ 

  ∑ 03-6206-1308  

  ∑ 029-848-2007  

 

（２）航空測量に係る検定概要 

① 航空測量の検定 

─ │ ≤ ∂ ≢│⁸ ─ ╛ ◙כ꜠ ─ ⁸

─ ⅜ ≢№╢⅛⁸ ↕╣√ ─ ≤─ ╛ ⅜ ⅛≥℮⅛⁸ ◙כ꜠

≢│⁸ ≥♃כ♦─ ╛ ⌂≥⅜ ⌐ ↑ ↕╣≡™╢⅛⁸ ⌐╟╡ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi◓

─ ╩ ™╕∆⁹↕╠⌐⁸꜠ ◙כ ─♃כ♦ ─ ─ꜟ▬□ⱨ♃כ♦╛ ⌐ ™⅜⌂™⅛ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ⌐╟╢ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

② 基礎資料出力図の検定 

≢№╢○ꜟ♁ ╛ ─ ─ │⁸ ─ ≤│ ™⁸ ⌐ ∆╢

╩ ∑⇔⁸ ⌐ ⇔√ ─ ≢ ⇔╕∆⁹ ─ ⌐≈™≡ ∏╣⅜⌂ↄ ⌂ ≢

↕╣≡™╢⅛ ⇔╕∆⁹ 

③ 筆界点の検定 

─ ╩ ⌐ ⇔√ ≥♃כ♦ ≢№╢ ≤╩ ⇔⁸

⌐≈™≡ ⅜⌂™⅛⁸ ♁ⱨ♩≢ ╩ ™╕∆⁹ 

④ 補備測量の検定 

≢│ ⅜ ≢⅝∏ ╩ ⇔√ │⁸ ≤ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

 

（３）既存資料を使用した場合の検定 

① 使用できる既存資料 

│ ≢│⌂™⅜ ⌐ ∂√ ─ ⁸ ─ ╩ √⇔≡™╢↓≤⅜

↕╣√ ⅜ ≢⅝╢ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ ≤│⁸ ⌐ ≠ↄ ┼─

↑ ⅜↕╣⁸⅛≈ ╖≢₈ ₉≤↕╣≡™⌂™╙─≢∆⁹╕√ ─ ≢╙ ⌐╟

╡⁸ ┘ ≢ ↕╣√ ─ ⅜№╢↓≤╩ ⌐ ∏╢ ⌐╟╡ ⇔√ │ ≢

⅝⁸≥∟╠╙ ∏⇔╙ ⅜ ≢│№╡╕∑╪⁹ 

② 検定の内容 

─ ◙כ꜠ │ ─ ╩ ∆╢ │⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡ ⅜ ╦╡

╕∆⁹ ⅎ┌⁸ ◙כ꜠ ≢ ⌐ ╩♃כ♦ꜟ♫☺ꜞ○√⇔ ∆╢ │⁸ ─ ≢ ╩

√⇔≡™╢⅛─ ⅛╠∕╣ ─ ⅜ ≤⌂╡╕∆ ⁹ 
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図５４ 航空測量（ＲＤ工程）の検定の流れ（航空レーザ測量の場合） 
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ѫ ᷂ ˗  ͈        

ꜞ⸗☿fi♦כ♃╩ ⇔√ │⁸ ⅜ ⌐ ↕╣╢╕≢│ ⌐ ╘─⌂

™ ─ ╩ ⇔≡ ↕╣╕⇔√⁹╕√⁸ ╩ ™√ │⁸

│ ─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ⁸ ⅜ ╦╣≡⅝╕⇔√⁹ 

↓↓≢│⁸ꜞ ⸗☿fi♦כ♃╩ ⇔√ ─ ╩ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸↓↓⌐ ∆ │⁸ ┼

─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╡ ╠╣√╙─≢∆⁹ 

 

１．栃木県森林組合連合会における地籍調査の事例 

（１）調査地域の概要 

ה   

ה  

ה   

ה   

ה   ( )  

ה /   

ה :               

ה    

ה ⌐╟╢  

 

（２）調査方法等 

ה │⁸ꜞ⸗☿fiⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐╟╢ ⌐╟╡ ↕╣╕⇔√⁹ 

ה │⁸ ─ ⅜ ↄ⁸ ≤⌂╢ ╙ ⌂™ ≢⇔√⁹ 

ה ⌂ ┼─ ⌐╟╡⁸ ┘Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ⅛╠─ ◙כ꜠ ⅜ ╦╣╕⇔√⁹ 

♁ꜟ○ה ⁸ ⁸ ─ ⅛╠ ⅜ ↕╣╕⇔√ ⁹ 

ה ─ ⌐╟╢ │⁸ ─ ╩ ≡⁸ ⁸ ⸗♬♃ ╩ ⇔≡ ↕╣╕⇔

√ ⁹ 

ה ╛ ─ ⌐ ⇔√ ▪♪Ᵽ▬◙Ί─ ה ╙№╡⁸ꜞ ⸗☿fi♦כ♃╩ ™√

≤⇔≡ ⌐ ≢ ╘≡ ↕╣⁸ ⌐│ ⌐ ≠ↄ ⅜⌂↕╣╕⇔√

⁹  

ה ─ ≢ ⇔⅛∫√ ₉≤⇔≡⁸₈ ≢│⁸ ◙כ꜠ ⌐ ⇔ↄ ─№╢ ⌐ ⇔√√

╘ │ ⅛∫√⅜⁸ ⌐ ─ ⌐⁸ ≢ ⌐╟╡ ─ ╩ ℮↓≤╛⁸

≢ ╩ √⌂™↓≤╩⁸⇔∫⅛╡ ⇔≡ ↄ↓≤⅜ ╙ ∞∫√⁹₉₈↓─ ≤ ╩ ╢↓≤│⁸

─ ≢ ™√∞⅝⁸ ─ ⅜ ⇔⌂™╟℮⌐∆╢ ≢ ≢№╢⁹₉⅜ →╠╣≡™╕

∆⁹ 

ה ─ ┼─ ⌐≈™≡│⁸₈ ─ ≢↔ ╩ √↓≤⌐ ⅎ≡⁸ ≢

∆╢ ╙ ↑√⁹ ⌐ ╪≢™╢ ┼│⁸ ╗╩ ∏ ╩ ∆╢↓≤⌐⌂∫√⅜⁸ ⅛╡╛

∆™ ╩ ∆╢╟℮ ↑√⁹∕─ ⁸ ─ ₁⌐│⇔∫⅛╡≤ ™√∞⅝⁸ ─

│⁸ ─ ≢⁸ ≢ ╪∞⁹₉≤─ ⅜ ╠╣≡™╕∆⁹ 

ה ≤⇔≡│⁸₈ ─ ─ ₁┼─ ≤│ ⌂╢ ≢⁸ ⁸ ≤⌂╢ ╩⇔∫

⅛╡ ∆╢ ⅜№╢⁹₉≤─ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

ה ◙כ꜠ ╩ ⇔≡ ⅛∫√ ≤⇔≡│⁸₈ ╛ ─ ⌐≤∫≡⁸ ─ ╛ ─ ⁸

⅜ ⌐ ⌂⅛∫√↓≤⁸◖☻♩ ≢╙ ⅜ ∕ ─ ⌐ ⅎ╠╣√↓≤⁸ ─ ≢ ╩

◌Ᵽ⁹₉≥↓╢⅝≢כ⌂≥⅜ →╠╣≡™╕∆⁹ 

 

 

図５５ 航測法による地籍調査の経緯 （地籍整備課資料） 
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２．名張市における地籍調査の事例 

（１）地籍調査の概要（資料提供：三重県名張市） 

ה     

ה ⅛╠ יִ          

ה   

Ẽ   ⁸ и⁸ ⁸ /  

Ẽ   ⁸ и⁸ ⁸ /  

 

（２）調査方法等 

ה ⌐│ . ≤ . ⅜ ╕╣≡™╕∆ ⁹ 

ה ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢∆⁹ │ ⁸ │ ⌐╟╡⁸ ⅛╠ יִ ─ ≢

⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

ה ─ ─ ⌐№╢ │ ≢ ⌐ ⅜ ⇔≡⅔╡⁸

─ ⌐ ⅜╢ ╙ ─ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ≤─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─ ⅜

/ ≤ ↕╣≡™╕∆⁹ │ ⁸ │ ─ ≢─ ≢∆⁹ 

ה ≢│ ⌐╟╢ ─ ╩ ⁸ ≤ ⇔≡™╢√╘⁸ ─ ⌐№√∫≡│⁸ꜞ ⸗

☿fiⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ⌐ ⌐ ╩ ⇔⁸ ╩ ↑≡™╕∆⁹ 

ה ≢─ ⌐⅔™≡│ ◙כ꜠╢╟⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ─

≤ ⇔≡™╕∆⁹ ≤⇔≡│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ○ꜟ♁ ⁸

─ ⅜ ↕╣╕⇔√⁹ 

ה ⌐⅔↑╢ ⌐╟╢ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐ ⅎ≡⁸ ⌐ ≤

╛ ╩ ╦∑√ ╩ⱪ꜡☺▼◒◦ꜛfiⱴ♇Ⱨfi◓≢ ⇔√╡⁸Ɽ♁◖fi⸗♬♃ ≢

⇔√╡∆╢ ⅜ ™╠╣≡™╕∆ ⁹ 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

│ ⅛╠  

図５６ 調査地区 図５７ 調査フロー 

図５８ 集会所での筆界案確認に使用した立体模型上にプロジェクションマッピングする仕組み 
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３．航測法による地籍調査の実証調査 

（１）実証調査の概要（資料提供：熊本県八代市） 

ה ⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐╟╡ ⌐╟╢ ─ ╩  

ה ⁸ ⁸  

ה ה   ה    

ה ◙כ꜠ ⁸  m⁸ m/s⁸◖כ☻ꜝ♇ⱪ  

 

（２）調査の結果 

ה ◙כ꜠ ─  

ה ⌐⅔↑╢ Ⱥ ⁸Ⱥ ─ . m⁸ Ⱥ ─

. m 

ה ─√╘⌐ ⇔√ ◓ꜞ♇♪ ⁸ ⁸

⁸  

ה ─ ⁸ ה ⌂≥╩ ≤⇔≡ ╩ ↕╣╕

⇔√⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≢ ⅜ ⌂ↄ ⅜

≤─↓≤≢⇔√⁹ 

Ή ─ ⁸    

Ή ⅜ ↕™ 

Ή ה ⅜ ∂    

Ή ⅜ ↕™ 

ה ≤ ─ ⁸ │╒╓ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⅜ ─☼꜠│№∫√

╙── ≢ ⁸ ⅜ ↕™ ≢ ─ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡│ ─☼꜠⅜ ╘╠╣≡™

╕∆⁹   

ה ─ ≤⇔≡ ─ ⅜ ╦╣ ─ ⅜ ╠╣≡™╕∆⁹ 

表４１ 作業効率の比較分析 

  ─     

з   .   .   

и  .   .   

  .   .   

ה    .    

   .    

( ) .    .  :   % 

 

ה ⌐╟╢ ─ ה  

ה  ─ ─☻Ⱨכ♪▪♇ⱪ⌐ ⅜╢  

ה        ꜞ☻◒─  

ה        ─ ─ ┼─ ─  

ה        ⌂   

ה   ⅜ ⌂™ ⌐⅔↑╢ ⅜ ⇔™ ─ ≡─ ╩ ⌐╟╢

╩ ™≡ ∆╢─│ ≢№╡⁸ ⅜ ≤─↓≤≢⇔√⁹ 

 

 

 

  

 図５９ 地籍図と筆界案の比較 

図６０ 微地形表現図 図６１ 空中写真と筆界案 図６２ 林相識別図 
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.  W                     
 

:  ≢ ╩ ℮ ─ ⌂ │ ↕╣≡™╕∆⅛  

:   ╛ ⌐╟╢ ⌐≈™≡│₈ ⁸

₉⅜ ↕╣≡™╕∆⁹╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸₈

⁸ ₉╩ ≤≢⅝╕∆⁹⌂⅔⁸ ─ ≢│⁸ ⌐

≈™≡│⁸ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ┼─ ≢ ∆╢↓≤≤↕╣≡™╕∆⁹ 

 

:  ⅜№╢ │ ≢ ╩ ∆╢─⅜ ⇔™≤ ™╕∆⅜⁸ ─ ─ │

⌐╕√⅜∫≡╙ ™≢∆⅛  

:  ⌐ ╠∏⁸ ─ ⌐≈™≡│ ─ ≢ ⌐╕√⅜∫≡ ≢∆⁹ 

 

:  ≢ ≤ ─ ╩ ⇔√ ╩∆╢↓≤│ ≢∆⅛  

:  ≤⇔≡ ≢∆⁹ 

 

:  ─ │≥─╟℮⌐ ℮─≢∆⅛  

:  ─ ╩ ≤⇔≡ ─ ╩ ℮─⅜ ≤ ⅎ╠╣╕∆⅜⁸ ⅜ ⌂ ╙№

╡╕∆⁹ 

 

:  ⌐⅔↑╢ ─ ─ ⌐≈™≡⁸≥─╟℮⌂ ⅜ ⌐⌂╡╕∆⅛  

:   ─ ≤⇔≡│⁸ ≤ ◙כ꜠ ⌐⌂╡╕∆⅜⁸∕╣∙╣ ⌐ ⁸ ∆╢ ≤

─ ╩ ∆╢ ≤≢│ ⅜ ⌂╡╕∆⁹ ⇔ↄ│⁸ Ɑ₈─☺כ ⌐╟╢

─ ₉╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

:  ╩ ∆╢ ─ ─ │⁸ ─™∏╣⌐ ⇔╕∆⅛  

:   ─ ─ ⌐ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ─ ⌐≈™≡│

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

:  ─ ⌐│ ⌂ ⅜ ≢∆⅛  

:   ○ꜟ♁ ⁸ ⅜ ≢№╣┌⁸ⱨꜞכ♁ⱨ♩╩ ⇔≡ ╩ ≢⅝╕∆

─≢⁸ ⌐╟╢ ╙ ≢∆⁹√∞⇔⁸ ⌂≥ ╩♃כ♦⌂⅝ ℮↓≤⌐⌂╢√╘⁸ ⌐

⌂PC─☻Ɑ♇◒⌐│ ⅜ ≢∆⁹ 
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.                      
 

【航測法を用いた地籍調査に関連する規程等】 

 

32 71 ⁸ 6 6 28 73  

 

14 3 14 ↑ 590 ה ⁸ 6 6 28

270  

┘  

14 3 14 ↑ 591 ה ⁸ 3 3 31

578  

⌐╟╢ ┘  

6 6 28 288 ה  

⌐ ╢ ⌐╟╢ ┘  

6 6 28 289 ה  

 

【その他の関連規程等】 

 

3 3 31 579 ה ⁸ 6 6 28

275  

 

3 3 2 489 ה  

 

3 3 31 581 ה  

─ ─ ─ │ ─ ⌐ ╢ ─  

3 3 31 580 ה ⁸ 6 6 28

277  

─ ╩ ∆╢ 2 6 ─ ⌐ √∫≡─ ⌐≈™≡ 

2 7 1 2 ה  

─ ╩ ∆╢ ─ ⌐ ℮ ⌐ ∆╢ ─ ™ ⌐≈™≡ 

2 9 29 196 ה  

─ ╩ ∆╢ ─ ⌐ ℮ ⌐ ∆╢ ─ ™ ⌐≈™≡ 

6 6 28 271 ה  

 

【林務部局との連携に係る通知等】 

≤ ≤─ ⌐≈™≡ 

25 3 26  24 293 ה 705 ה

 

╩♃כ♦◓fi◦fi☿♩כ⸗ꜞ ⇔√ ≤ ≤─ ─ ⌐≈™≡ 

2 10 30  2 156 ה 246 ה

 

≤ ≤─ ⌐ ╢ ⌐≈™≡ 

3 1 15 368 ה  

≤ ≤─ ⌐≈™≡ 

3 1 15 2 173  

₈ ╩ ™√ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ₉⌐≈™≡ 

4 9 22 315 ה  
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⌐ ─№╢ ─ ⌐⅔↑╢ ≤─ ⌐≈™≡ 

6 6 27 ה  
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⌐ ╢ ╩ ṕhttps://www.chiseki.go.jp/Ṗ 

https://www.chiseki.go.jp/
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